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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 東京理科大学 大学名 東京理科大学 

研究プロジェクト名 医薬資源の実用化を目指した橋渡し研究拠点の形成 

研究観点 研究拠点を形成する研究 
 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

本学には多くの貴重な創薬シーズが集積している。しかし、医療機関を持たないた

めに、基礎研究の成果を臨床現場に充分に還元できていない。本学の基礎研究の成果

を社会に還元し、また橋渡し研究（TR）に関わる人材の育成のために、医療機関と連

携した TR を強力に推進する研究拠点の形成は、極めて重要である。本プロジェクト

では、学内の他の研究グループや医療機関と連携・協力して、本学が保有するシーズ、

医療機関が望むニーズ、ドラッグリポジショニング候補薬物（併せて以下、医薬資源）

に対する TR、具体的には、１）新規治療ターゲット分子の探索と核酸やペプチドを用

いた新規創薬を加速する。２）ドラッグリポジショングによる既存薬の適応拡大を図

る。３）これら医薬資源に関する臨床試験を実施する TR プラットホームを構築する。

４）１）〜３）の国際化を図る。加えて、将来 TR を担う若手研究者、学生を育成す

る。以上により、医療機関を持たない薬系・理工系大学における基礎研究に立脚した

新しい TR拠点形成のモデルケースとなることを目指す。 

 
３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

上記目的を達成するため、１、２年目は、研究体制（センター長：樋上賀一）を構

築し、研究基盤の整備を行った。同時に、年２回のペースでシンポジウム/研究交流

会を開催して、他の医療機関との連携をすすめ、共同研究の芽を育てた。また１年目

の後半からハワイ大学がんセンターと交流、両大学で共同シンポジウムを１回ずつ開

催し、国際共同 TR がスタートした。３年目には TR センター内での雑駁な研究課題

を、国際性、実用化、シナジー効果という観点から、１）ハワイ大学との国際共同 TR、

２）創傷治癒促進薬の開発、３）漢方薬の有効利用に繋がる TR、４）難治性乳がん制

圧研究、５）自己免疫疾患、アレルギー疾患の発症機序解析と治療法開発、６）オー

トファジー/細胞老化を標的とした新規治療薬の開発、の６テーマを選定した。加え

て、センター長を中心に医薬品医療機器総合機構との連携に関する協議を開始した。

始めの２年間で広げた共同 TR の芽は海外にも及び、学内での TR プラットホーム、国

内学外医療機関と連携した TR プラットホーム、国外医療機関と連携した TRプラット

ホームを構築できた。残りの２年間は集約した６課題および３年間で申請した１９件

の特許を中心に、構築した３種の TR プラットホームを利用した研究成果の収穫時期

に当たる。これまでの３年間は概ね順調に進捗している。 
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平成 26 年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名  東京理科大学              ２ 大学名   東京理科大学         

 

３ 研究組織名   トランスレーショナルリサーチセンター                          

 

４ プロジェクト所在地    千葉県野田市山崎 2641                             

 

５ 研究プロジェクト名    医薬資源の実用化を目指した橋渡し研究拠点の形成           

 

６ 研究観点     研究拠点を形成する研究                                 

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

樋上 賀一 薬学部生命創薬科学科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  20  名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

小茂田 昌代 
薬学部・教

授 

疥癬治療薬イベルメクチン新規

投与法の臨床研究 

臨床試験プロトーコール作

成の支援と臨床試験の実

施 

鳥越 秀峰 
理学部・教

授 

新規化学修飾核酸を用いたアン

チセンス核酸医薬の開発 

アンチセンス核酸の設計と

アンチセンス核酸投与によ

る標的遺伝子の発現抑制

効果解析 

西山 千春 
基 礎 工 学

部・教授 

化合物ライブラリーを用いた抗

アレルギー剤探索及び転写因

子機能解析 

アレルギーや自己免疫疾

患に関わる細胞機能を調

節する物質の評価 

花輪 剛久 
薬学部・教

授 

電子線架橋による新規ハイドロ

ゲル調製と評価 

新規素材の製剤化とその

物性解析、動物実験による

薬効評価 

浜田 知久馬 
工学部・教

授 

医薬研究におけるデザインと統

計解析に関する研究 

臨床試験における統計学

的解析 

東 達也 
薬学部・教

授 

ドラッグリポジショニングによる

抗うつ・抗不安薬の開発 

LC-MS を用いた内因性低

分子のレベル変動解析に

基づく薬効評価 

樋上 賀一 
薬学部・教

授 

ドラッグリポジショニングによる

肥満症治療薬・代謝改善薬の開

発 

病理学的手法による薬効

評価 
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廣田 孝司 
薬学部・教

授 

癬治療薬イベルメクチン新規投

与法の臨床研究 

被験者組織やモデル動物

を用いた薬効評価と被験

物質の動態解析 

和田 猛 
薬学部・教

授 

ドラッグリポジショニングにおけ

るリード化合物の構造改変・最

適化 

構造活性相関に基づくドラ

ッグデザインと合成 

秋本 和憲   
薬学部・准

教授 

ドラッグリポジショニングによる

抗がん剤の開発 

分子生物学的手法による

創薬標的の探索 

大塚 英典 
理学部・准

教授 

3 次元培養法の開発と細胞の高

機能化、創薬・診断への適用 

3 次元培養による薬効機能

評価 

佐藤 圭子 
理工学部・

准教授 

TP53 遺伝子の符号構造による

がん患者の予後評価系の構築 

公共データベースを用いた

バイオインフォマティクス解

析と研究基礎データの臨床

的意義付け 

（共同研究機関等） 

島野 仁 

筑波大学大

学院人間総

合科学研究

科・教授 

糖尿病・メタボリックシンドローム

の分子機構の解明 

本研究プロジェクトの研究

成果の代謝性疾患医療へ

の応用とニーズの提案        

松村 明 

筑波大学大

学院人間総

合科学研究

科・教授 

脳腫瘍に対する治療法の開発 

本研究プロジェクトの研究

成果の脳神経外科領域疾

患医療への応用とニーズ

の提案      

上園 保仁 

国立がんセ

ンター中央

研究所・分

野長 

漢方薬のがん医療への応用、

がん悪液質、癌性疼痛に対する

治療法の開発 

本研究プロジェクトの研究

成果のがん医療への応用

とニーズの提案   

武藤 倫弘 

国立がんセ

ンター中央

研究所・ユ

ニット長 

腫瘍性疾患の分子機構の解明

と診断法、治療法の開発 

本研究プロジェクトの研究

成果のがん医療への応用

とニーズの提案    

重本 和宏 

東京都健康

長寿医療セ

ンター研究

所・研究部

長 

重症筋無力症・サルコペニアの

分子機構の解明 

本研究プロジェクトの研究

成果の運動器疾患医療へ

の応用とニーズの提案 

松永 卓也 

香川大学大

学院医学系

研究科・教

授 

血液系疾患の分子機構の解明

と治療法、診断法の開発 

本研究プロジェクトの研究

成果の血液系医療への応

用とニーズの提案   

江口 晋 

長崎大学大

学院医歯薬

学総合研究

科・教授 

移植医療および人工肝臓の開

発 

本研究プロジェクトの研究

成果の移植医療への応用

とニーズの提案       

下川 功 

長崎大学大

学院医歯薬

学総合研究

科・教授 

カロリー制限による抗老化・寿命

延伸作用の解明 

本研究プロジェクトの研究

成果の老化関連疾患医療

への応用とニーズの提案   
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＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

血液系疾患の分子機構の

解明と治療法、診断法の

開発 

香川大学大学院医

学系研究科・教授 
松永 卓也 

本研究プロジェクトの研究

成果の血液系医療への応

用とニーズの提案 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

香川大学医学部内科

学講座 

教授 

北海道保健福祉部  

医療指導参事 
松永 卓也 

本研究プロジェクトの研

究成果の血液系医療へ

の応用とニーズの提案 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

疥癬治療薬イベルメクチン

新規投与法の臨床研究 
薬学部・教授 廣田 孝司 

被験者組織やモデル動物

を用いた薬効評価と被験

物質の動態解析 

（変更の時期：平成 27 年 3 月 31 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

退職    
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
本学は 8 学部 33 学科で構成される本邦でも有数の理工系総合大学であり、長年の多岐にわた

る優れた基礎研究により未来の医療に貢献しうる多くの貴重な創薬シーズが集積している。しか

し、医学部や附属病院がないために、基礎研究の成果を臨床現場に充分に還元できていない。本

学の持つ膨大な基礎研究の成果を社会に還元し、また橋渡し研究（TR）に関わる人材の育成のた

めにも、医療機関と連携した TRを強力に推進する研究拠点の形成は、極めて重要である。本プロ

ジェクトでは、筑波大学や長崎大学、国立がん研究センター研究所さらにハワイ大学がんセンタ

ーなど国内外の医療機関と連携・協力して、本学が保有するシーズ、医療機関が望むニーズ、ド

ラッグリポジショニング候補薬物（併せて以下、医薬資源）に対する TR、さらに、これら医薬資

源に関する臨床試験の実施を支援し、加えて、将来 TRやレギュラトリーサイエンスを担う若手研

究者、学生の育成および国際化を目的とする。以上により、医療機関を持たない薬系・理工系大

学における基礎研究に立脚した新しい TR拠点形成のモデルケースとなることを目指す。 

具体的な研究および活動内容は以下の１）〜４）となる。 

１）新規治療ターゲット分子の探索と核酸やペプチドを用いた新規創薬を加速する。 

２）ドラッグリポジショングによる既存薬の適応拡大を図る。 

３）これら医薬資源に関する臨床試験の実施を支援する TRプラットホームを構築する。 

４）上記１）〜３）の国際化を図る。 

（２）研究組織 
研究プロジェクトでは、センター長（樋上賀一）を中心に、新規治療・予防薬や診断薬などの

標的分子を探索する『探索グループ（西山、深井、佐藤（圭）、秋本ら』、医薬品の創製などを研

究する『創薬グループ（和田、花輪、大塚、鳥越ら）』、細胞および実験動物レベルで治療薬や診

断薬の評価、薬物動態を解析する『薬効・機能評価グループ（岡、東、吉澤、樋上、礒濱ら）』、

知的財産権の調査、確保の支援、臨床試験業務の支援を行なう『臨床試験グループ（小茂田、佐

藤（嗣）、浜田ら）』からなる『コア部門』を組織した。さらに、学外の医療系機関に所属する客

員研究員のニーズに対応するニーズ対応研究者を流動共同研究者として学内公募し、２名を採用

した。また、将来の TRを担う若手研究者育成のため３年間で３名の RAを採用した。 

（３）研究施設・設備等 

研究施設： 
① 野田校舎 10号館 3F TR センター実験室(使用総面積・110 ㎡)  

② 野田校舎薬学部 15号館の一部(使用総面積・2,037 ㎡) 

③ 野田校舎理工学部 6号館 3F、4F佐藤研究室(使用総面積・72 ㎡) 

④ 葛飾校舎研究棟基礎工学部 11F西山研究室(使用総面積・133 ㎡) 

⑤ 葛飾校舎管理棟工学部 4F浜田研究室(使用総面積・157.73 ㎡) 

⑥ 神楽坂校舎理学部 5号館３F、大塚および鳥越研究室(使用総面積・221 ㎡) 

研究設備： 
① 蛍光・発光 in vivo イメージングシステム（整備年度・平成 26年度）：年間約 100時間使用 

② 生体-マテリアル相互作用解析システム（整備年度・平成 27年度）：年間約 500時間使用 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 
 １、２年目は、前述の４つの研究グループ（探索、創薬、薬効・機能評価、臨床試験）からな

る研究体制を構築し、研究基盤の整備を行った。また、臨床試験グループにおいて、本学を中心

とした臨床試験を開始した。同時に、年２回のペースでシンポジウム/研究交流会を開催して、

筑波大学など他の医療機関との連携をすすめ、共同研究の芽を育てた。１年目の後半からハワイ

大学がんセンターとの交流がスタートして、両大学で共同シンポジウムを１回ずつ開催し、MTA

や共同研究契約を締結後、国際共同 TRをスタートした。３年間の活動で、学内での TRプラット

ホーム、国内医療機関、特に筑波大学と連携した TR プラットホーム（筑波大学は平成 29 年度

「橋渡し研究戦略的推進プログラム（1 次公募）」に採択された）、国外医療機関（ハワイ大学が

んセンター）と連携した TR プラットホームが構築できた。また、下記のごとく優れた研究によ

り、計 19件の特許を申請した。３年目には TRセンター内での雑駁な研究課題を、国際性の高い
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研究テーマ、実用化に近づいている研究テーマ、シナジー効果の高い研究テーマという観点から、

１）ハワイ大学との国際共同 TR、２）創傷治癒促進薬の開発、３）漢方薬の有効利用に繋がる TR、

４）難治性乳がん制圧研究、５）自己免疫疾患、アレルギー疾患の発症機序解析と治療法開発、

６）オートファジー/細胞老化を標的とした新規治療薬の開発、の６テーマを選定した。これま

での３年間は概ね順調に進捗している。 

＜特に優れた研究成果＞ 

【探索グループ】 
 西山らは、樹状細胞やマクロファージ、破骨細胞など単球系細胞と、顆粒球系細胞であるマス

ト細胞の遺伝子発現を解析し、これらの細胞機能に重要な分子群の発現に転写調節因子 PU.1 が

寄与しており、標的遺伝子を直接転写活性化するケース、パートナー分子の発現を誘導するケー

ス、マスターレギュレーターの発現を介して下流の遺伝子発現を誘導するケースなど、様々なシ

ステムが働いていること、さらにその抑制により T 細胞応答を調節し得ることを示した（*西山

論文 1,2,4,5,6,9,10,14）。また、食品成分や天然物、微生物由来の低分子化合物から樹状細胞や

マスト細胞の機能を修飾する物質を探索し、複数の有効物質を見出した。それらの一部について

は、作用点を分子レベルで明らかにすると共に、マウスにおいて炎症性疾患やアレルギー疾患の

病態改善に有効であることを示した。 

 深井らは、小児がんの１つである神経芽腫の緩和かつ高効率な治療法開発を目指し、ビタミン

A 酸とテネイシン C 由来インテグリン活性化ペプチド TNIIIA2 との併用が、N-MYC タンパク質の

分解に基づく神経細胞分化によって神経芽腫細胞の悪性形質を著しく低下し得ることを、細胞お

よびマウスモデルを用いて見出した。MYC タンパク質は酵素活性をもたない転写因子であるため、

標的化は困難と考えられていた。しかし本研究により、MYC タンパク質の生理的分解系を活性化

することで、その細胞内レベルを著しく低下させることに成功した（*深井論文 2）。また、TNIIIA2

がインテグリン活性化作用を介して、神経膠芽腫細胞の悪性形質獲得に関与している可能性を示

した。更に、先に見出していたインテグリン不活性化ペプチド FNIII14により、上記の TNIIIA2

による悪性形質獲得を完全に阻害し、第一選択薬であるテモゾロミドの抗腫瘍効果を増強し、神

経膠芽腫を皮下に移植した xenograft モデルに対して FNIII14 の治療効果も確認した（*深井特

許 2,3、論文 1,4,7,11）。 

 佐藤（圭）と秋本らは、ゲノムデータベースに情報論的アプローチを適用して、2 つの遺伝子

KMT2C および SLC20A1 の発現レベルが、エストロゲン受容体陽性患者の生存期間に関連すること

を明らかにした（*秋本、佐藤（圭）論文 1）。また、乳癌患者 1904 名のゲノムデータベース解析

を行い、乳癌サブタイプのうち Basal-like 型において、様癌の進展に重要な c-Met 発現と癌幹

細胞マーカーである ALDH1A3 発現とが相関すること、c-Met と ALDH1A3を共高発現している乳癌

患者は予後不良であること、ALDH1陽性乳癌幹細胞の生存に c-Metが重要な役割を果たすこと（*

秋本学会発表 24）、癌特異的に発現が亢進している解糖系代謝分子 GLOI 分子が ALDH1 陽性乳癌

の生存に関わること（*秋本学会発表 18,21,25）、GLO1 が aPKCと複合体を形成し、協同的に働き

ALDH1 陽性癌幹細胞の生存に深く関わること（*秋本学会発表 2,7,13,27）、さらに aPKCが解糖系

分子 Xの遺伝子発現制御を介して、ALDH1陽性癌幹細胞の生存に関わることを明らかとした（*秋

本学会発表 3,4,9,15,17,29）。加えて、Basal-like 型乳癌で aPKC と X の遺伝子発現が相関する

こと、aPKC、X、ALDH1A3 遺伝子発現が共に高い患者が予後不良であることを明らかにした（*秋

本学会発表 1,4）。 

【創薬グループ】 
 和田らは、siRNA に結合し、肝臓へのデリバリー機能を有するビタミン E修飾ネオマイシン誘

導体を合成し、マウス肝がん細胞への取り込みと標的遺伝子発現抑制効果を確認した(*和田論文

6)。また、新規核酸医薬として有望なリン原子の立体化学が厳密に制御されたボラノホスフェー

ト型核酸の合成を行い、従来のホスホロチオエート型核酸よりも優れた標的親和性を有すること

を明らかにした(*和田論文 9、特許 2)。また、核酸医薬として有用な、5位修飾ピリミジン塩基

およびホスフェート結合と立体が制御されたホスホロチオエート結合を適切な場所に配置した

PO/PS キメラ型核酸の立体選択的合成法を確立し、その性質を明らかにした(*和田論文 4、特許

1)。さらに、siRNA の主溝に選択的に結合し、siRNA を安定化するオリゴ糖、オリゴジアミノマ

ンノース４量体(ODAMan4)の合成に成功した(*和田論文 6)。加えて、ODAMan4 よりもさらに効果

的に siRNA の安定化を向上できるオリゴジアミノガラクトース４量体（ODAGal4）を合成した(*
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和田論文 1)。 

 花輪らは、セルロース誘導体などを電子線架橋することによりハイドロゲルを調製し、その物

性と機能評価を行い、新規経皮吸収型製剤素材としての有効性を示した。また電子線架橋する際、

照射量の調整により、薬物放出量の制御が可能であることを明らかにした。さらに、生体-マテ

リアル相互作用解析システムにより高分子—生体成分間の相互作用について検討した（*花輪論文

1,3）。加えて、大腸癌切除術後の吻合部補強のため新規粘着性製剤を種々調製し、その物性と機

能評価を行い、新規吻合部補強剤への応用の可能性を示した。 

 大塚らは、肝細胞機能安定化を目的として、ハイドロゲル内部にガラクトース構造を導入した

糖鎖含有ゲルを調製し、スフェロイド形成に基づく細胞機能化促進効果（*大塚論文 7）を確認し

た。また、効率的な組織再生を実現するために、インシュリン様成長因子（IGF）を担持させたイ

ンジェクタブル型相互侵入高分子網目ゲル（CH/PEG/RADA16）を調製し、軟骨細胞応答について

検討し、長期にわたって IGF活性を損なうことなく、軟骨細胞の固定化が維持されることを明ら

かにした。また、金属錯体を連鎖状に配した高分子型遷移金属錯体が低分子遷移金属錯体に比べ、

より効率的に DNA の開裂反応を誘導することを見出し、金ナノ粒子を用いた DDS 手法（*大塚論

文 5,6）により効率的な高分子錯体の細胞内導入を達成し、また抗癌活性相関を明らかとした。 

鳥越らは、皮膚創傷治癒改善を指向したアンチセンス核酸の開発を行い、従来のホスホジエス

テル型のみならずホスホロチオエート型アンチセンス核酸が標的タンパク質の発現抑制効果を

有することを明らかにした(*鳥越論文 1)。次に、２型糖尿病における皮膚創傷治癒改善を指向し

たアンチセンス核酸の開発を行い、ホスホジエステル骨格からホスホロチオエート骨格に変換し

たアンチセンス核酸が、標的タンパク質（Foxo1）の有意な発現抑制効果を有すること、さらに、

同アンチセンス核酸を２型糖尿病モデルマウスの損傷部位に塗布したところ、損傷面積を２週間

後に約 40%にまで減少させることを明らかにした。また、膀胱癌のバイオマーカー遺伝子の発現

を抑制するアンチセンス核酸を膀胱癌細胞株に投与したところ、非常に低用量(2 nM)で標的遺伝

子の発現を約 30%にまで減少させることに成功した。 

【薬効・機能評価グループ】  
 岡らは、生理活性ペプチド GLP-2 が治療抵抗性モデルマウスでも抗うつ作用を示すことを報告

した(*岡論文 11)。次に臨床適用を目指すために経鼻投与により中枢作用を発現できるように

GLP-2 を製剤化あるいは誘導体化し、その中枢移行性と中枢作用について検討した。GLP-2 溶液

に可溶化剤と包接剤を添加した 3剤混合溶液の経鼻投与により、抗うつ様作用が認められた(*岡

論文 4)。しかし、本製剤は細胞障害性や異物の脳移行も疑われたため、新たに膜透過促進配列と

エンドソーム脱出促進配列を付加した GLP-2誘導体を作製して経鼻投与したところ、治療抵抗性

モデルマウスでも抗うつ様作用が認められた(*岡論文 3)。現在、本誘導体化法の国内及び外国特

許を出願中である(*岡特許 1,2)。 

 代表的な GABA作動性神経活性ステロイドである allopregnanolone（ALLO）の脳内レベルを上

昇させる化合物（SBSS）が、不安・睡眠障害、月経前症候群、過敏性腸症候群など様々な疾患の

治療や予防に有用と期待されている。東らはドラッグリポジショニング手法による抗不安薬の開

発を究極の目標に、新規に開発した LC/ESI-MS/MSアッセイ法を用いて既存薬から SBSSを探索し

た（*東論文 4,11）。その結果、fluoxetine、clozapine、olanzapine が強力な SBSS であること

を確認し、新たに mianserin、mirtazapine も SBSS である可能性を見出した。また、吉澤らは

ALLO と類似構造を持つ alfaxalone が抗不安作用を示すこと、さらに ALLO 生合成亢進薬ジルチ

アゼムも抗不安薬として有用である可能性を示した。 

 樋上らは、抗老化・寿命延伸効果を示すカロリー制限（CR）の分子メカニズムを解析し、脂肪

酸合成系の主要な転写因子である Srebp-1c が CR の寿命延伸に重要であることを見出した。ま

た、CR マウスの脂肪組織では、Srebp-1c 依存的に、脂質利用やミトコンドリア生合成の亢進、

酸化ストレスの抑制が見られること、このような Srebp-1c 依存性の作用は他臓器では観察され

ない事を示した（*樋上論文 1,5、学会発表 31）。さらに、Srebp-1cはミトコンドリアシグナルペ

プチダーゼの１つである MIPEPを介して、ミトコンドリア機能の活性化や質の維持に重要である

ことを発見した（*樋上学会発表 30）。一方、肥満症マウスの脂肪組織では、カテプシン L 活性低

下を起点としたカテプシン B 活性の亢進を伴うリソソーム機能障害によりオートファゴソーム

が蓄積していること、このリソソーム異常により細胞老化様表現型の増悪、インフラマソームの

活性化、脂質分解の異常が生ずることを明らかにした（*樋上論文 2、図書 1）。加えて、脂肪細
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胞株や肝細胞株において、トレハロース処理が、転写因子 TFEBや NRF2の活性化を介してオート

ファジーの亢進や酸化ストレス抑制を誘導し、細胞機能維持に関わることを見出した（*樋上学

会発表 6,7）。 

 礒濱らは、ドライアイやドライマウスなど乾燥症状を呈するシェーグレン症候群患者約 6 割の

血清中に水チャネル AQP5に対する自己抗体を見出した。また、その一部には AQP5に対する中和

活性が認められ細胞膜水透過性を低下させること、本抗体が AQP5 の機能を阻害することで、外

分泌機能異常を惹起する可能性を示した。 

【臨床試験グループ】 
 小茂田らは、疥癬患者を対象としたイベルメクチン全身浴法の安全性と有効性を検討する臨床

試験を実施した。その結果、実施した全 6症例において安全性、有効性とも確認され、体内曝露

に起因する副作用報告のためイベルメクチン内服治療が禁止されている妊婦や 15kg 未満の小児

においても有用であることを示した（*小茂田論文 1,2,3,4,5）。また、臨床試験支援システム

OpenClinica を活用し、既存のアタマジラミ症に対する薬剤に対して 100％近く薬剤耐性率を示

す沖縄地区において、イベルメクチンローションに対する臨床研究を実施した。その結果、薬剤

耐性アタマジラミ症に対して既存薬に比べてイベルメクチンローションの顕著な優位性を証明

した（*小茂田学会発表 1,2,7,9,16）。 

 佐藤らは、日本でのスタチン使用を曝露とする薬剤疫学研究において healthy adherer bias

が生じ得るかを検討するため、スタチン治療のアドヒアランスと予防的検査との関連を検討する

コホート研究を行った。日本医療データセンターのレセプトデータベースを利用し、2005 年～

2015 年にスタチンが開始された 20歳以上の患者を対象とし、適格患者（アドヒアランス良好群

41925 人＋不良群 5603人＝47528人）について解析した。その結果、アドヒアランス良好群は不

良群より予防的検査をより受けていたが、調整後のハザード比は 1に近づき、年齢のみで調整し

た値とほぼ同じであった。日本では、調整困難な healthy adherer biasは存在しないことが示

唆された。 

 浜田らは、がん臨床研究における遺伝子データ解析において、罰則付き回帰による生存時間予

測モデルを構築した。また罰則付き回帰を用いた用量の個別化について研究を行った結果、罰則

付き回帰分析を行うことで、最適な用量を選択できる確率が高くなることを示した。 

＜問題点とその克服方法＞ 
 TR の本質は様々な研究成果を実用化に繋げることであるということで、2年間はテーマを限定

せずに研究者個人もしくは研究グループにおいて実用化を目指し、自由に研究を行ってきた。し

かし、自己評価においても、外部評価においても、その自由な研究から得た成果が雑駁であると

の指摘を受けた。そこで、３年目の後半から、実用化を加速化するために、国際性、実用化、シ

ナジー効果という観点から、前述した６テーマに集約することとした。 

 購入した in vivoイメージングシステムを薬学部動物舎内の SPF域に設置した。その結果、利

用者が限定されたために充分に利用されていない。今後は研究の進展に伴い利用者は増加すると

期待できるが、利用者講習会の開催回数を増やし、また、動物施設管理者との協議の上、より利

便性の良い使用法・管理法を検討する。 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）

＞ 
【特許について】 

深井文雄 

1. 深井文雄、伊豫田拓也、細胞の転移または浸潤抑制剤、出願番号 JP2014-057592 

2. *深井文雄、兒玉浩明（佐賀大学）、抗がん剤の活性増強剤、特許第 5924593 

3. *深井文雄、山本哲哉（筑波大学）、兒玉浩明（佐賀大学）、PDGF依存性細胞増殖抑制剤、PDGF

依存性細胞増殖の抑制法、細胞分散抑制剤、細胞分散の抑制法、テモゾロミド活性増強及び

抗腫瘍剤、出願番号 PCT/JP2015/067651 

大塚英典（他 5 件、計 10 件） 

1. 大塚英典、松隈大輔、松田範昭、生分解性インジェクタブルゲル、特願 2015-165204 

(2015.8.24). 

2. 大塚英典、松隈大輔、自己組織化ペプチド修飾キトサンナノ会合体の合成とプロテインデリ
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バリーへの応用、PCT/JP2015/73745(2015.8.24)． 

3. 大塚英典、松隈大輔、村松佑紀、細胞内送達用高分子担体、PCT/JP2015/056364(2015.3.4)． 

4. 大塚英典、松隈大輔、金属ナノ粒子の調製方法及び金属ナノ粒子、WO2015/079788 

(2015.6.4). 

5. 大塚英典、松隈大輔、自己組織化ペプチド修飾キトサン会合体の合成とプロテインデリバリ

ーへの応用、特願 2014-231447（出願:2014.11.14）． 

鳥越秀峰 

1. 鳥越秀峰、立澤桜子、標的タンパク質の量の低減のためのポリペプチド、単離された核酸、

組み換えベクター、及び形質転換体、特願 2014-045698 (2014.3.7).PCT 出願(2015.3.7). 

岡淳一郎 

1. *Chikamasa Yamashita, Jun-Ichiro Oka, Michiko Horiguchi, Sachie Hamada. Centrally-

acting peptide derivative, and pharmaceutical composition.  15/507, 403 

(2017.2.28) 

2. *山下親正,岡淳一郎,堀口道子,濱田幸恵. 中枢作用性ペプチド誘導体及び医薬組成物. 特

願 2014-184436 (2014.9.10), PCT/JP2015/074962(2015.9.2), WO 2016/035820 

(2016.3.10). 

和田 猛 

1. 和田 猛、吉野怜次郎、原倫太朗、RNAハイブリッド形成用核酸オリゴマー、特願 2016-046181

（2016.3.9出願） 

2. 和田 猛、齋藤竜也、石井友香、額賀陽平、重合性化合物、化合物、及び、ボラノホスフェ

ートオリゴマーの製造方法、特願 2016-221656（2016.11.14 出願） 

3. 和田 猛、新井浩一郎、2’-O-修飾 RNA、特許第 6093924 号（2017.2.24登録） 

＜今後の研究方針＞ 
 前述のごとく、研究テーマが雑駁であるという自己評価および外部評価をうけて、３年目には、

国際性、実用化、シナジー効果という観点から、６テーマに集約した。残りの２年間は、研究成

果の収穫時期に当たる。今後は、上記 22 件の特許や集約した６課題を中心に、４つの研究グル

ープが TR の過程の上流から下流まで様々な形で絡むことで、研究を加速化する。そして、構築

した３種の TRプラットホームを利用して研究成果をあげて、構築した３種の TRプラットホーム

の有用性を証明する。 

 加えて、シンポジウム・研究発交流会、国際シンポジウムなどを開催する。同時に、海外出張

や海外での短期・中期研修を可能とする学内外の予算に申請・獲得する。そして、若手研究者の

国際学会発表や海外での研修を通じて、若手研究者の育成、国際化に役立てたい。 

＜今後期待される研究成果＞ 
 前述したように、TR センターの臨床試験グループを中心とした学内での TRプラットホームが

構築された。このプラットホームにより介入研究で侵襲性の低い探索的臨床研究は、医療機関と

の連携により可能となった。さらに様々な探索的介入研究や検証的な臨床研究の実施に向けて、

各々筑波大学つくば臨床医学研究開発機構やハワイ大学がんセンターと連携した TR プラットホ

ームで実施が可能となった。今後は、この３種類のプラットホームを、その TR の特徴により使

い分けることで、本学における TRの加速化が期待できる。 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 
 プロジェクトの 3年終了時に当たり、各グループで自己評価を実施した。５年で５件特許申請

を目標としていたが、特許出願が１９件にもおよび、すべてのグループ長から、『ほぼ中間目標

を達成しており、大きな問題は認められていない』との回答を得た。ただ、実用化のために企業

との共同研究にすすんだケースは『１４ その他の研究成果等』で示したように、まだ３件と少

なく、グループ横断的な３種の TRプラットホームを利用した実用化を加速化していきたい。 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 
 ３年目の夏（平成 28年 8月 27日）に実施されたアドバイザリー委員会（樋上賀一（委員長）、

重藤和弘（学外委員、医薬品医療機器総合機構・理事）、関谷剛男（学外委員、（公財）佐々木研

究所・所長）、若林敬二（学外委員、元国立がん研究センター・所長、現静岡県立大学・教授）、

北村大介（学内委員、生命医科学研究所・教授）、菊池明彦（学内委員、基礎工学部・教授）、オ
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ブザーバー：浅島 誠（副学長、総合研究院院長）、本間芳和（総合研究院副院長）、場所：神楽

坂キャンパス／富士見校舎５階会議室）が開催された。その際の主要なコメントは以下の３点で

あった。１）研究内容が雑駁である、２）理科大ならではの TRとは何か、３）早めに企業や医療

機関と連携すべき。１）に関しては、前述のごとく６つのテーマに集約した。また２）に関して

は未だ明確な回答を持っていない。しかし、医療機関を持たない事で、前述の３つの TR プラッ

トホームを課題の特徴によって使い分けることができることが、理科大、医療機関をもたない理

工系総合大学の優位性の１つではないかと考える。３）に関しては、本学 URAと連携して、また

TR センター自体が学内研究グループや学外の医療機関との連携の窓口になるべく、活動してい

きたい。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 核酸医薬       （２） ペプチド医薬        （３） ドラッグリポジショニング  

（４） 漢方薬         （５） TR プラットホーム     （６） 国際化            

（７）              （８）                   

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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化誘導を介してがん化とその悪性化に関与する、第 59 回日本薬学会関東支部会、習志野、

9月 12日(2015). 

38. 笹田学、伊豫田拓也、深井文雄、β1インテグリン活性化ペプチド TNIIIA2を用いた新規分

化誘導療法の基礎的検討、第 19 回日本がん分子標的治療学会学術集会、松山、6 月 11 日

(2015).  

39. 萩原裕、山下里菜、大澤琢郎、伊豫田拓也、深井文雄、テネイシン Cに由来するペプチドは

細胞老化誘導を介して腫瘍形成および悪性化に関与する、第 19 回日本がん分子標的治療学

会学術集会、松山、6 月 11 日(2015). 

40. 長井怜雄、日向野篤、伊豫田拓也、深井文雄、テネイシン C由来のインテグリン活性化ペプ

チドによる神経膠腫細胞の悪性化進展、第 19回日本がん分子標的治療学会学術集会、松山、

6月 11日(2015). 

41. 久我章、伊豫田拓也、深井文雄、タンパク質翻訳伸長因子 eEF1Aの細胞膜発現機構と膜 eEF1A

の生理的役割、第 47回日本結合組織学会学術大会、品川、5月 16日(2015). 

42. 伊豫田拓也、深井文雄、テネイシン C由来ペプチド TNIIIA2によるマクロファージ泡沫細胞

化の亢進、第 47回日本結合組織学会学術大会、品川、5月 16日(2015). 

43. 渡辺ひかる、伊豫田拓也、深井文雄、大腸発がんにおけるテネイシン C の関与、第 47 回日

本結合組織学会学術大会、品川、5月 16日(2015). 

44. Iijima, K., Tsuiji, Y., Kakimoto, A., Ninomiya, R., Iyoda, T., Fukai, F., and 

Hashizume, M., Behavior of Fibroblast and Tumor Cells on Chondroitin Sulfate 

C/Chitosan Composite Films. 第 24回日本 MRS年次大会、横浜、12 月 12日 (2014). 

45. 長井怜雄、日向野篤、堀越ひかる、伊豫田拓也、深井文雄、テネイシン C由来のペプチドは

インテグリンの活性化を介して神経膠芽腫細胞の悪性化進展を増強する、第 5回東京理科大

学総合研究機構戦略的物理製剤学研究基盤センターシンポジウム・第 12 回東京理科大学薬

学 DDS 研究センターシンポジウム、東京、12 月 8日 (2015). 

46. 萩原裕、奥山慎、山下理菜、伊豫田拓也、深井文雄、テネイシン C由来ペプチド TNIIIA2 に
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よる細胞老化誘導およびその腫瘍形成・悪性化進展への関与、第 5回東京理科大学総合研究

機構戦略的物理製剤学研究基盤センターシンポジウム・第 12回東京理科大学薬学 DDS 研究

センターシンポジウム、東京、12 月 8日 (2015). 

47. Iyoda, T., Kazama, M., Takeda, K., and Fukai, F., Role of the tenascin-C-derived 

peptide TNIIIA2 in the formation of atherosclerotic foam cell. 第 51回 ペプチド討

論会、徳島、10 月 23日 (2014), 

48. Mizunuma, T., Iyoda, T., and Fukai, F., Cell adhesion-mediated drug resistance 

(CAM-DR) in acute myelogenous leukemia cells and its abrogation by the anti-adhesive 

peptide FNIII14. 第 51回 ペプチド討論会、徳島、10 月 23日 (2014). 

49. 辻優奈、飯島一智、柿本敦史、二ノ宮理恵、伊豫田拓也、深井文雄、橋詰峰雄、コンドロイ

チン硫酸／キトサンフィルムに対する NIH3T3 細胞の接着性および増殖性評価、第 4 回 CSJ

化学フェスタ、東京、10月 15日 (2014). 

50. 今泉貴大、伊豫田拓也、深井文雄、細胞膜上に発現したタンパク質翻訳伸長因子 eEF1A の

腫瘍細胞移動・浸潤・転移への関与、第 58 回 日本薬学会関東支部大会、東京、10 月 4 日 

(2014). 

51. 久我章、岡本和良、伊豫田拓也、深井文雄、タンパク質翻訳伸長因子 eEF1A の細胞膜発現

とその生理機構、第 58回 日本薬学会関東支部大会、東京、10 月 4日 (2014). 

52. 飯島一智、辻優奈、柿本敦史、二ノ宮理恵、伊豫田拓也、深井文雄，橋詰峰雄、熱プレス法

により作製したコンドロイチン硫酸／キトサン複合フィルム上での細胞培養、第 8回バイオ

関連化学シンポジウム、岡山、9 月 11日 (2014). 

53. 渡辺ひかる、石橋一馬、伊藤優香、岡田佑子、伊豫田拓也、鈴木英雄、深井文雄、大腸発が

んおよび大腸がんの悪性化進展におけるテネイシン Cの関与、第２回 MatriCell フォーラ

ム、東京、9 月 7日 (2014). 

54. 山下理菜、奥山慎、萩原裕、伊豫田拓也、深井文雄、テネイシン C由来ペプチド TNIIIA2 に

よる細胞老化誘導およびその腫瘍形成・悪性化への関与、第２回 MatriCell フォーラム、

東京、9 月 7日 (2014). 

55. 伊豫田拓也、風間美香、竹田康次郎、深井文雄、動脈硬化病態進展におけるテネイシン C由

来ペプチド、第２回 MatriCell フォーラム、東京、9月 7日 (2014). 

56. 堀越ひかる、日向野篤、長井怜雄、藤田元道、伊豫田拓也、山本哲哉、深井文雄、神経膠芽

腫の悪性化に伴うテネイシン C の関与およびそれに基づく新規治療法の提案、第２回 

MatriCell フォーラム、東京、9 月 7日 (2014). 

57. 笹田学、野原佑介、伊豫田拓也、深井文雄、β1インテグリン活性化に基づく新規分化誘導

療法に関する基礎的検討、第２回 MatriCell フォーラム、東京、9 月 7日 (2014). 

58. 辻優奈、柿本敦史、二ノ宮理恵、飯島一智、伊豫田拓也、深井文雄、橋詰 峰雄、多糖複合フ

ィルムへの線維芽細胞の接着性評価と制御方法の検討、第 43 回医用高分子シンポジウム、

つくば、7 月 28日 (2014). 

59. 飯島一智、辻優奈、柿本敦史、二ノ宮理恵、伊豫田拓也、深井文雄、橋詰峰雄、コンドロイ

チン硫酸／キトサン複合フィルム上での細胞接着・増殖挙動の解析、東京、7月 24日 (2014). 

60. 伊豫田拓也、深井文雄、がん細胞の悪性形質発現におけるオートファジーの役割、第 18 回

日本がん分子標的治療学会、仙台、6月 25-27日 (2014). 

61. 奥山慎、伊豫田拓也、深井文雄、テネイシン C由来ペプチドによる細胞老化誘導およびその

腫瘍形成・悪性化への関与、第 18回日本がん分子標的治療学会、仙台、6月 25-27日 (2014). 

62. 野原佑介、大塚一樹、伊豫田拓也、深井文雄、β1インテグリン活性化ペプチド TNIIIA2 に

よる神経芽腫細胞の分化促進、第 18 回日本がん分子標的治療学会、仙台、6 月 25-27 日 

(2014). 

63. 日向野篤、伊豫田拓也、山本哲哉、深井文雄、テネイシン C 由来ペプチドはインテグリン活

性化に基づいて神経膠芽腫細胞の増殖、移動能を過剰に増強する、第 18 回日本がん分子標

的治療学会、仙台、6 月 25-27日 (2014). 

64. 今泉貴大、伊豫田拓也、深井文雄、細胞膜上に発現したタンパク質翻訳伸長因子 eEF1A の、

腫瘍細胞の移動・浸潤・転移への関与、第 46 回日本結合組織学会学術大会/第 61 回マトリ

ックス研究会大会・合同学術集会、名古屋、6 月 5-7日 (2014). 
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65. 生熊北斗、伊豫田拓也、深井文雄、悪性腫瘍細胞の増殖および浸潤におけるオートファジー

の役割、第 46 回日本結合組織学会学術大会/第 61 回マトリックス研究会大会・合同学術集

会、名古屋、6 月 5-7日 (2014). 

66. 久我章、伊豫田拓也、深井文雄、タンパク質翻訳伸長因子 eEF1A の細胞膜発現機構と膜 

eEF1A の生理的役割、第 46 回日本結合組織学会学術大会/第 61回マトリックス研究会大会・

合同学術集会、名古屋、6月 5-7日 (2014). 

67. 辻優奈、二ノ宮理恵、飯島一智、伊豫田拓也、深井文雄、橋詰峰雄、多糖複合フィルム上に

おける線維芽細胞の接着・増殖挙動の解析、第 63 回高分子学会年次大会、名古屋、5 月 30

日 (2014). 

国際会議 

68. Asayama, T., Kuga, A., Iyoda, T., and Fukai, F., Membrane Expression of Eukaryotic 

Protein Elongation Factor 1A and its Physiological Role. The 4th International 

Postgraduate Conference on Pharmaceutical Sciences 2016 (iPoPS 2016), Noda, Japan, 

February 27(2016). 

69. Iijima, K., Tsuiji, Y., Kakimoto, A., Ninomiya, R., Iyoda, T., Fukai, F., and 

Hashizume, M., Interaction of Fibroblast with Polysaccharide Composite Films 

Obtained by Hot-Press Technique. The 10th International Polymer Conference 

(IPC2014), Tsukuba-Japan, December 5 (2014). 

70. Higano, A., Iyoda, T., Yamamoto, T., and Fukai, F., Integrin activation by the 

tenascin C-derived peptide TNIIIA2 enhances proliferation and migration in 

glioblastoma cells. The Fifth Indo-Japan International Joint Symposium on 

Overcoming Intractable Infectious Diseases Prevalent in Asian Countries, Tokyo-

Japan, September 16-17 (2014). 

71. Iyoda, T., Kazama, M., Takeda, K., and Fukai, F., Role of the tenascin-C-derived 

peptide TNIIIA2 in the formation of atherosclerotic foam cell. The Fifth Indo-Japan 

International Joint Symposium on Overcoming Intractable Infectious Diseases 

Prevalent in Asian Countries, Tokyo-Japan, September 16-17 (2014). 

招待講演 

72. 深井文雄、細胞接着分子インテグリンを標的とした新しい抗腫瘍薬の開発の展望、日本薬学

会第 136年会シンポジウム「がん分子標的治療の発展に貢献する薬学基礎研究～より有効な

分指標的治療戦略のために～」、横浜、3 月 27日(2016). 

73. Iyoda, T., and Fukai, F., Role of the TNIIIA2 Site in Tenascin-C in the Progression 

of Atherosclerosis. The 4th International Postgraduate Conference on Pharmaceutical 

Sciences 2016 (iPoPS 2016), Noda, Japan, February 28(2016). 

74. Fukai, F., Cell Regulation through Control of Integrin Activation, International 

Symposium of Tokyo University of Science, Translational Research Center, Tokyo, 

June 25 (2016). 

75. 伊豫田拓也、深井文雄、テネイシン Cを介したマクロファージ機能調節と炎症関連病態の形

成、第 5回東京理科大学総合研究機構戦略的物理製剤学研究基盤センターシンポジウム・第

12回東京理科大学薬学 DDS 研究センターシンポジウム、東京、12月 8日 (2015). 

76. 伊豫田拓也、深井文雄、細胞外マトリックス由来ペプチドによるマクロファージ機能と動脈

硬化病態の調節、第 133回日本薬理学会関東支部会、柏、10 月 10日(2015). 

佐藤圭子 

国内学会発表 

1. 佐藤圭子、原利英、大矢雅則、インフルエンザ A型ウイルスレセプター結合領域の符号構造

と変異規則の発見、トランスレーショナルリサーチセンター第 1回公開セミナー、東京理科

大学野田キャンパス、1月 10日 (2015). 

2. 西巻拓真、佐藤圭子、塩基の挿入欠失を考慮した遺伝的差異の有用性、日本遺伝学会第 87回

大会、宮城、9月 (2015). 

3. 西巻拓真、佐藤圭子、塩基の挿入／欠失を考慮した遺伝的差異、日本進化学会第 17回大会、 

東京、8 月 (2015). 
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国際会議発表 

4. Sato, K., Hara, T., and Ohya, M., A Coding Theoretical Approach to Predict Sequence 

Changes in H5N1 Influenza A Virus Hemagglutinin. 9th International Joint Conference 

on Biomedical Engineering Systems and Technologies (BIOSTEC 2016), Roma, Italy, 

February 22 (2016). 

5. Motomura, H., Katayama, R., Tamori, S., Matsumura, M., Yanagawa, T., Waki, Y., 

Takasawa, R., Tanuma, S.-I., Miyagi, Y., Nagashima, Y., Imai, M., Sato, K., Akimoto, 

K., Correlation between the Expression Levels of aPKCλ/ι and GLOI in Breast 

Cancer. 4th International Postgraduate Conference on Pharmaceutical Sciences (iPoPS 

2016), Chiba, Japan, March (2016). 

6. Sato, K., Prognostic Classification of Breast Cancer Based on Information Measure. 

QBIC Workshop 2015, Chiba, Japan, October 19 (2015). 

7. Keiko Sato, Toshihide Hara, Masanori Ohya, The code structure of the receptor 

binding domain of influenza A virus hemagglutinin, QBIC Workshop 2014, Noda campus 

of Tokyo University of Science, October 23 (2014). 

秋本和憲 

国内学会発表 

1. *南島治、片山鈴花、小野寺佑佳、野崎優香、柳川拓哉、佐藤圭子、神保美穂、原泰志、安部

良、今井美沙、田沼靖一、大野茂男、川上隆雄、秋本和憲、ALDH1陽性乳癌幹細胞における

PKCλ/ι 依存的な糖代謝機構の解析、日本薬学会第 137年会、仙台、3月 (2017) 

2. *本村瞳、片山鈴花、多森翔馬、松村将史、柳川拓哉、和氣由布子、高澤涼子、田沼靖一、宮

城洋平、長嶋洋治、秋本和憲、ヒト乳癌における Atypical protein kinase C (aPKC)λ/ι

と糖代謝機構との関連、日本薬学会第 136年会、横浜、3月 (2016). 

3. *野崎優香、稲田将大、片山鈴花、中根裕美、二俣沙央里、松村将史、小野寺佑佳、原泰志、

安部良、今井美沙、田沼靖一、秋本和憲、Atypical protein kinase C (aPKC)依存的な乳癌

ALDH1陽性癌幹細胞の生存メカニズムの解析、日本薬学会第 136年会、横浜、3月 (2016). 

4. *片山鈴花、中根裕美、稲田将大、小野寺佑佳、神保美穂、原泰志、安部良、今井美沙、田沼

靖一、大野茂男、川上隆雄、秋本和憲、乳癌 ALDH1陽性癌幹細胞における Atypical protein 

kinase C(aPKC)依存的な解糖系代謝制御機構の役割、日本薬学会第 136 年会、横浜、3 月 

(2016). 

5. Babita Shashni, Hidehiko Matsuura, Kenta Nomura, Takuto Maeda, Kazunori Akimoto, 

Masanori Hayase, Hiroshi Takemura, Atsuo Yasumori, Naoyuki Aikawa, Shin Aoki 

Development of Convenient Methods in Detection and Separation of Circulating Tumor 

Cells (CTCs) and CTC Clusters 第 60回日本薬学会関東支部大会、東京、９月 (2016) 

6. Babita Shashni, Hidehiko Matsuura, Kenta Nomura, Takuto Maeda, Kazunori Akimoto, 

Masanori Hayase, Hiroshi Takemura, Atsuo Yasumori, Naoyuki Aikawa, Shin Aoki, 

Development of Convenient Methods in Detection and Separation of Circulating Tumor 

Cells (CTCs) and CTC Clusters 第 10回バイオ関連化学シンポジウム、金沢、９月 (2016)  

7. *本村瞳、和氣由布子、高澤涼子、宮城洋平、長嶋洋治、今井美沙、佐藤圭子、田沼靖一、大

野茂男、秋本和憲、ヒト乳癌における Atypical protein kinase C(aPKC)と糖代謝機構との

関連 第 60回日本薬学会関東支部大会、東京、９月 (2016) 

8. 多森翔馬、南島治、松村将史、中根裕美、立花研、樋上賀一、大野茂男、秋本和憲 がん細胞

における PKCλ/ι タンパク質過剰発現機構の解析、第 60 回日本薬学会関東支部大会、東

京、９月 (2016) 

9. *野崎優香、本村瞳、小野寺祐佳、阿部真実、柳川拓哉、原泰志、阿部良、今井美沙、田沼靖

一、大野茂男、秋本和憲、Atypical protein kinase C(aPKC)は ALDH1陽性乳癌幹細胞の生

存に関与する 第 60回日本薬学会関東支部大会、東京、９月 (2016) 

10. 原（岩田）倫太朗，前田雄介，久田有希，二俣沙央里，秋本和憲，和田猛、カチオン性人工

オリゴ糖による二本鎖型核酸医薬の高機能化、日本核酸医薬学会第 2 回年会 東京、11 月 

(2016) 

11. 高澤涼子、田中ひかり、高田兼市、松岡立己、菊地恵梨子、嶋田奈実,、吉森篤史,、秋本和
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憲、田沼靖一、スチルベン骨格化合物による human Glyoxalase I阻害の解析、日本薬学会

第１３５回年会、神戸市、3月 (2015). 

12. 神保美穂、上田尚学、高畑良雄、片山鈴花、秋本和憲、川上隆雄、LC-MS/MSのデータ比較解

析ソフトウェア i-RUBY の開発と腫瘍リン酸化プロテオミクスへの応用、日本プロテオーム

学会 2015年会(JHUPO 第 13 回大会)、熊本、7月 (2015).  

13. *本村瞳 、片山鈴花 、多森翔馬 、松村将史、柳川拓哉、和氣由布子、高澤涼子、田沼靖一、

宮城洋平、長嶋洋治、秋本和憲、ヒト乳癌における Atypical protein kinase C (aPKC)λ/

ιと糖代謝機構との関連、第 59回日本薬学会関東支部大会、船橋、9月 (2015). 

14. 稲田将大、片山鈴花、中根裕美、田村渓、高澤涼子、原泰志、安部良、吉森篤史、四ノ宮成

祥、田沼靖一、秋本和憲、ヒト乳癌 ALDHhigh細胞に対する MET阻害剤の効果、第 59回日本

薬学会関東支部大会、船橋、9月 (2015). 

15. *野崎優香、稲田将大、片山鈴花、中根裕美、二俣沙央里、小野寺佑佳、原泰志、安部良、田

沼靖一、秋本和憲、Atypical protein kinase C(aPKC)依存的な乳癌 ALDHhigh 細胞の生存メ

カニズムの解析、第 59回日本薬学会関東支部大会、船橋、9 月 (2015). 
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52. Kawano, Y., and Hanawa, T., The design of the Formulation Using a Quartz Crystal 

Microbalance with Dissipation (QCM-D). The 4th International Postgraduate 

Conference on Pharmaceutical Sciences 2016, Feburuary 27～28 (2016). 

53. 河野弥生、花輪剛久、大学から発進する Evidence-Based Hospital Formulation、第 25回日

本医療薬学会、横浜、11月 22日(2015)． 

54. 花輪剛久、患者に優しい製剤－院内製剤研究への大学の関わり－、第 38 回星薬科大学大学

院研究科助手会・大学院自治会 合同公開セミナー、東京、11月 8日（2014）． 

55. 河野弥生、花輪剛久“患者に優しい製剤の開発”-大学から医療現場へ-、第 20 回創剤フォ

ーラム若手研究会、八王子、11月 29日（2014）． 

56. 花輪剛久、医療現場における抗体医薬の現状と課題、日本薬学会関東支部第 39 回学術講演

会、東京、12月 13日（2014）． 

大塚英典 

国内学会発表 

1. 松隈大輔、石川昇平、石川理恵子、高橋千尋、浅輪幸世、星和人、大塚英典、ネットワーク

形成機構を駆使したインジェクタブル型 IPN ゲルの作製と組織再生足場としての機能、第

25回インテリジェント材料/システムシンポジウム、新宿、1月 8日(2016). 

2. 飯島 一智、石川 昇平、松隈 大輔、橋詰 峰雄、大塚 英典、キトサン/PEG/RADA16で構造化

した相互侵入高分子網目ゲル中における間葉系幹細胞から軟骨細胞への分化、第 25 回イン

テリジェント材料/システムシンポジウム、新宿、1月 8日(2016). 

3. 久森章史、松隈大輔、大塚英典、酸化還元活性を有する両親媒性高分子を用いた金属イオン

還元挙動の観察、日本化学会第 96春季年会、京田辺、3月 24−27 日(2016). 

4. 松隈大輔、石川昇平、高橋千尋、浅輪幸世、星和人、大塚英典、細胞の高機能培養を実現す

るインジェクタブルゲルの構造設計、日本化学会第 96 春季年会、京田辺、3 月 24−27 日

(2016). 

5. 小津間大介、嶋田紘尚、藤倉大史、松隈大輔、大塚英典、効果的な DNA の構造変異を導く遷

移金属錯体の高分子化効果とその抗癌活性評価、日本化学会第 96 春季年会、京田辺、3 月

24−27 日(2016). 

6. 赤峯和敏、佐藤隆太郎、松隈大輔、大塚英典、オリゴエチレングリコ—ル重合体表面の修飾密

度に依存した特異的水和挙動とタンパク質吸着抑制能との相関、日本化学会第 96春季年会、

京田辺、3月 24−27 日(2016). 

7. 野口周人、小津間大介、松隈大輔、大塚英典、ピリジン含有両親媒性高分子の構造設計に基

づく微粒子界面制御と医療応用、日本化学会第 96春季年会、京田辺、3月 24−27 日(2016). 

8. 松隈大輔、前島雪絵、大塚英典、PEG-block-Poly(pyridine)の一次構造特異的な酸化還元活

性の発現、日本化学会第 96春季年会、京田辺、3月 24−27 日(2016). 

9. 石川昇平、松隈大輔、飯島道弘、大塚英典、IPN 構造を有する生分解性インジェクタブルゲ

ルの新規創製と細胞機能評価、第 96春季年会、京田辺、3月 24−27 日(2016). 

10. 松隈大輔、池永祐介、前島雪絵、大塚英典、PEG-b-Poly(pyridine)の構造依存的な酸化還元

活性、第 95回日本化学会春季年会、日本大学理工学部船橋キャンパス薬学部、3月 26日−29

日(2015). 

11. 松隈大輔、前島雪絵、大塚英典、一次構造に依存した PEG-b-Poly(pyridine)の特異な酸化還

元活性の発現、日本大学理工学部船橋キャンパス薬学部、3月 26日−29日(2015). 

12. 松隈大輔、髙木あかね、前島雪絵、大塚英典、PEG-b-Poly(pyridine)の構造依存的な酸化還
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元活性、第 95回日本化学会春季年会、船橋、3 月 26-29日(2015). 

13. 松隈大輔、前島雪絵、大塚英典、一次構造に依存した PEG-b-Poly(pyridine)の特異な酸化還

元活性の発現、第 64回高分子学会年次大会、札幌、5月 27−29 日(2015). 

14. 大塚英典、嶋田紘尚、高橋理一、松隈大輔、DNA にインターカレートする白金錯体の高分子

化効果および抗癌剤への応用、第 66回コロイドおよび界面化学討論会、鹿児島、9月 10−12

日(2015). 

15. 松隈大輔、髙木あかね、大塚英典、PEG-b-Poly(pyridine)の構造特異的な酸化還元活性の発

現と貴金属イオンの自動還元、第 66回コロイドおよび界面化学討論会、鹿児島、9月 10−12

日(2015). 

16. 松隈大輔、三盃毅知、大塚英典、ポリイオンコンプレックスにより構成されるゼラチン/キト

サン複合体の UCST 型温度相転移挙動、第 66回コロイドおよび界面化学討論会、鹿児島、9

月 10−12 日(2015). 

17. 野口周人、小津間大介、松隈大輔、大塚英典、ピリジン含有両親媒性高分子の構造依存的界

面物性解析および細胞内環境応答性材料への適用、第 66回コロイドおよび界面化学討論会、

鹿児島、9月 10−12 日(2015). 

18. 石川昇平、松隈大輔、飯島道弘、大塚英典、自己組織化ペプチドとキトサンから構成される

生分解性 IPN型インジェクタブルゲルの創製と細胞機能応答、第 64 回高分子討論会、仙台、

2015 年 9月 15−17 日(2015). 

19. 松隈大輔、藤井香織、大塚英典、タンパク質デリバリーキャリアを指向したペプチドの自己

組織ネットワークを有するキトサンナノゲルの作製、第 64回高分子討論会、仙台、9月 15−17

日(2015). 

20. 松隈大輔、野口周人、前島雪絵、大塚英典、限定的一次構造において発現する PEG-b-Poly 

(pyridine)の特異な酸化還元活性、第 64回高分子討論会、仙台、9 月 15−17 日(2015). 

21. 大塚英典、佐藤隆太郎、前島雪絵、松隈大輔、エチレングリコール共重合体表面の水和挙動、

生体適合性に対する骨格構造の影響、第 64 回高分子討論会、仙台、2015 年 9 月 15−17 日

(2015). 

22. 野口周人、小津間大介、松隈大輔、大塚英典、両親媒性高分子の構造に基づくピリジン環の

配向性制御および吸着安定性との相関、第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015、船掘、10 月 13 日

(2015). 

23. 赤峯和敏、佐藤隆太郎、松隈大輔、大塚英典、オリゴエチレングリコール重合体の表面密度

依存的水和挙動と生体適合性への影響、第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015、船掘、10 月 13 日

(2015). 

24. 小津間大介、池永裕介、松隈大輔、大塚英典、ピリジン含有両親媒性ブロック共重合体の表

面吸着メカニズムの解明と生体内材料への応用、第 5回 CSJ化学フェスタ 2015、船掘、 10

月 13日(2015). 

25. 石川昇平、松隈大輔、飯島道弘、大塚英典、生分解性 IPN 型インジェクタブルゲルの新規創

製と足場分解に伴う細胞機能変化の観察、第 5回 CSJ化学フェスタ 2015、船掘、10月 13日

(2015). 

26. 石川昇平、松隈大輔、飯島道弘、大塚英典、生分解性インジェクタブル型 IPN ゲルの新規作

製と細胞機能変化、バイオテクノロジー＆エレクトロニクス研究討論会、押上、12月 11日

(2015). 

27. 野口周人、小津間大介、松隈大輔、大塚英典、ピリジン含有両親媒性高分子の構造設計に基

づく微粒子界面制御と医療応用、バイオテクノロジー＆エレクトロニクス研究討論会、 押

上、12 月 11日(2015). 

28. 佐藤隆太郎、前島雪絵、松隈大輔、大塚英典、エチレングリコール重合体を修飾した表面の

生体適合性に対する骨格構造の影響、第 63 回高分子年次大会、愛知県名古屋市熱田区、名

古屋国際会議場、5 月 28日−30 日(2014). 

29. 嶋田紘尚、高橋理一、松隈大輔、大塚英典、第 63 回高分子年次大会、愛知県名古屋市熱田

区、名古屋国際会議場、5月 28日−30日(2014). 

30. 髙木あかね、松隈大輔、大塚英典、自動還元型配位子を有するブロック共重合体を用いた機

能性金属ナノ粒子の新規創製法と触媒活性能評価、第 63 回高分子年次大会、愛知県名古屋
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市熱田区、名古屋国際会議場、5 月 28日−30日(2014). 

31. 藤井香織、松隈大輔、大塚英典、ペプチドのβシート形成を駆動力とする生分解性ナノ会合

体の創製およびキャリア機能、第 63 回高分子年次大会、愛知県名古屋市熱田区、名古屋国

際会議場、5 月 28日−30日(2014). 

32. 松隈大輔、髙木あかね、前島雪絵、大塚英典、PEG-b-Poly(pyridine) からのラジカル生成

に駆動される銀イオンの還元挙動、第 63 回高分子年次大会、愛知県名古屋市熱田区、名古

屋国際会議場、5 月 28日−30日(2014). 

33. 佐藤隆太郎、前島雪絵、松隈大輔、大塚英典、異なる末端基構造を有するポリエチレングリ

コール修飾表面の生体適合性、第 65 回コロイドおよび界面化学討論会、東京都新宿区、東

京理科大学神楽坂校舎、9月 3日−5日(2014). 

34. 佐藤隆太郎、前島雪絵、田中賢、松隈大輔、大塚英典、エチレングリコール重合体修飾表面

の骨格構造に依存した水和挙動とタンパク質吸着抑制能の相関、第 65 回コロイドおよび界

面化学討論会、東京都新宿区、東京理科大学神楽坂校舎、9月 3日−5日(2014). 

35. 松隈大輔、石川理恵子、浅輪幸世、高橋千尋、星和人、大塚英典、組織再生足場への応用を

指向した階層的ネットワークを有するインジェクタブルゲルの創製、第 65 回コロイドおよ

び界面化学討論会、東京都新宿区、東京理科大学神楽坂校舎、9月 3日−5日(2014). 

36. 三盃毅知、松隈大輔、大塚英典、ゼラチンとキトサンから構成される UCST 型刺激応答性積

層薄膜の創製、第 65 回コロイドおよび界面化学討論会、東京都新宿区、東京理科大学神楽

坂校舎、9 月 3日−5日(2014). 

37. 大塚英典、前島雪絵、佐藤隆太郎、松本亮、片岡一則、宮原裕二、フェニルボロン酸をＡＦ

Ｍプローブに用いた癌細胞表面シアル酸の高感度検出、第 63 回高分子討論会、長崎県長崎

市文教町、長崎大学文教キャンパス、9 月 24日−26日(2014). 

38. 大塚英典、村松佑紀、松隈大輔、嶋田鉱尚、細胞膜特異性の高いコアシェルナノロッドの合

成と効果的温熱治療、第 63 回高分子討論会、長崎県長崎市文教町、長崎大学文教キャンパ

ス、9 月 24日−26 日(2014). 

39. 松隈大輔、髙木あかね、前島雪絵、大塚英典、PEG-b-Poly(pyridine) の分子配列依存的な

酸化還元活性と貴金属イオンの自動還元、第 63 回高分子討論会、長崎県長崎市文教町、長

崎大学文教キャンパス、9月 24日−26日(2014). 

40. 嶋田紘尚、高橋理一、松隈大輔、大塚英典、ビピリジン-白金を連鎖構造に有する共重合体

の DNA との相互作用および抗癌剤への応用、24rd Annual Meeting of MRS-J、神奈川県横

浜市中区、横浜開港記念会館、12 月 10日-12日(2014). 

41. 髙木あかね、松隈大輔、大塚英典、自動還元型配位子を有するブロック共重合体を用いた機

能性金属ナノ粒子の新規創製法と触媒活性能評価、24rd Annual Meeting of MRS-J、神奈川

県横浜市中区、横浜開港記念会館、12 月 10日-12日(2014). 

42. 松隈大輔、髙木あかね、前島雪絵、大塚英典、PEG-b-Poly(pyridine) からのラジカル生成

に駆動される銀イオンの還元挙動、 24rd Annual Meeting of MRS-J、神奈川県横浜市中区、

横浜開港記念会館、12月 10日-12日(2014). 

43. 嶋田紘尚、高橋理一、松隈大輔、大塚英典、ビピリジン-白金を連鎖構造に有する共重合体

の DNA との相互作用および抗癌剤への応用、第 36 回バイオマテリアル学会、東京都江戸川

区船堀、タワーホール船堀、11 月 17日-18日(2014). 

44. 高橋雄樹、 長村麻紗子、 沖村沙耶、 松隈大輔、大塚英典、糖鎖高分子を機能性ユニット

とする新規ゲル足場の創製と肝細胞分化メカニズム解析、第 36 回バイオマテリアル学会、

東京都江戸川区船堀、タワーホール船堀、11 月 17日-18日(2014). 

45. 佐藤隆太郎、前島雪絵、田中賢、松隈大輔、大塚英典、エチレングリコール重合体修飾表面

の水和挙動に依存した表面特性と生体適合性、第 36 回バイオマテリアル学会、東京都江戸

川区船堀、タワーホール船堀、11 月 17日-18日(2014). 

46. 松隈大輔、石川理恵子、浅輪幸世、高橋千尋、星和人、大塚英典、軟骨細胞高機能化を導く

キトサン/ペプチド IPN インジェクタブルゲルの創製、第 36 回バイオマテリアル学会、東

京都江戸川区船堀、タワーホール船堀、11 月 17日-18日(2014). 

47. 藤井香織、松隈大輔、大塚英典、自己組織化ペプチド修飾キトサンナノ会合体の合成とプロ

テインデリバリーへの応用、第 36 回バイオマテリアル学会、東京都江戸川区船堀、タワー
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ホール船堀、11 月 17日-18日(2014). 

国際会議 

48. Otsuka, H., Nanofabrication of Nonfouling Surfaces for Biomedical Application. 25th 

Annual Meeting of MRS-J (2015), Nano-biotechnologies on Interfaces, Yokohama, 

Japan, December 8－10 (2015). 

49. Fujii, K., Matsukuma, D., Otsuka, H., Synthesis of Chitosan-based Nanogels due to 

the Formation of Hydrophilic Peptide Fiber Network for Protein Delivery Carrier, 

10th SPSJ International Polymer Conference (IPC2014), Tsukuba International 

Congress Center, Tsukuba, Ibaraki, Japan, December 2－5 (2014). 

50. Fujikura, H., Takahashi, R., Matsukuma, D., Otsuka, H., DNA- Binding Properties of 

Polymeric Intercalators with Polymerized Metal-coordination Segment, 10th SPSJ 

International Polymer Conference (IPC2014), Tsukuba International Congress Center, 

Tsukuba, Ibaraki, Japan, December 2－5 (2014). 

51. Matsukuma, D., Takagi, A., Maejima, Y., Otsuka, H., Structure-dependent Redox- 

activity of PEG-b-Poly(pyridine) and Its Application to Auto-reduction of Noble 

Metal Ions, 10th SPSJ International Polymer Conference (IPC2014), Tsukuba 

International Congress Center, Tsukuba, Ibaraki, Japan, December 2－5 (2014). 

招待講演 

52. 大塚英典、高分子界面制御によるバイオマテリアルの機能化、高分子複合材料の界面と機能、

高分子表面研究会、神楽坂、1月 29日(2016).  

53. 大塚英典、生体適合性材料の物性解析：一次構造の異なるエチレンオキシド重合体表面の生

体適合性、ATP 招待講演(バイオ技術の新展開)、日本化学会第 96 春季年会、京田辺、3 月

24－27 日(2016). 

54. 大塚英典、生体適合性界面の構築と再生医療への展開、東京理科大学・日本医科大学第 2回

合同シンポジウム、葛飾、12月 12日(2015). 

55. Otsuka, H., Nanofabrication of Nonfouling Surfaces for Biomedical Application. 25th 
Annual Meeting of MRS-J (2015), Nano-biotechnologies on Interfaces, Yokohama, 

Japan, December 8－10(2015). 

56. 大塚英典、ナノ粒子の表面修飾技術と分散性・機能性付与―生体材料への適用等―、情報機

構セミナー「ナノ粒子・微粒子の表面修飾技術と分散性・機能性付与」、大井町、3 月 5 日

(2015). 

57. Hidenori Otsuka, Micropatterned Co-culture of Spheroids Layerd on Feeder Cells for 

Functional Tissue Culture, 24rd Annual Meeting of MRS-J (2014),神奈川県横浜市中区、

横浜開港記念会館、12月 10日-12日(2014). 

58. 大塚英典、微粒子・顔料の高分子処理とその分散性向上効果、技術情報協会セミナー「シラ

ンカップリング剤が効かない顔料･フィラーの表面処理･分散性向上」、［東京・五反田］、(株)

技術情報協会８F セミナールームＡ、2 月 25日(2014). 

59. 大塚英典、微粒子、顔料の高分子処理とその分散性制御法、R&Dセミナー、東京都江東区、

タイム 24ビル、5 月 22日(2014). 
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福岡哲哉、喘息児と健康児における唾液コルチゾール・コルチゾン値の比較検討～第 2 報

～、第 51回日本小児アレルギー学会、四日市、11月 9日 (2014)．  

33. 大木 智、篠田健太、小川祥二郎、東 達也、ESI増強重水素標識試薬を用いた尿中ビタミ

ン D3代謝物の LC/MS/MS分析法の開発、第 39回日本医用マススペクトル学会年会、千葉、10

月 17日 (2014)．  

34. 佐藤 守、石毛崇之、小川祥二郎、西村 基、松下一之、東 達也、野村文夫、DAPTAD誘導

体化を用いた LC-MS/MS による血清ビタミン D代謝物の 4項目同時定量、第 39回日本医用マ

ススペクトル学会年会、千葉、10 月 17日 (2014)． 

35. 後藤彩佳、諸橋美里、小松賢司、杉浦崇浩、小川祥二郎、東 達也、血漿中 25-hydroxyvitamin 

D3 3-sulfateの LC/ESI-MS/MS 定量法の開発、第 39回日本医用マススペクトル学会年会、千

葉、10 月 16日 (2014)． 

36. 石毛崇之、佐藤 守、小川祥二郎、西村 基、土田祥央、澤井 摂、松下一之、東 達也、

野村文夫、イムノアフィニティー抽出 DAPTAD誘導体化 LC-MS/MSによる血清 25OH-ビタミン

D および 1,25(OH)2-ビタミン D の同時定量、第 39 回日本医用マススペクトル学会年会、千

葉、10 月 16日 (2014)． 

37. 田所弘晃、佐藤真帆、小川祥二郎、東 達也、ESI活性重水素標識試薬を用いる唾液中イブ

プロフェンの対掌体弁別定量法の開発、第 39 回日本医用マススペクトル学会年会、千葉、

10月 16日 (2014)． 

38. 石毛崇之、佐藤 守、小川祥二郎、西村 基、土田祥央、澤井 摂、松下一之、小寺義男、

東 達也、野村文夫、DAPTAD 誘導体化 LC-MS/MSによる血清 25OH-ビタミン D3, -D2および 3-
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epi-25OH-ビタミン D3の同時分析、日本臨床検査自動化学会第 46回大会、神戸、10月 11日 

(2014)．  

39. 山形憲一郎、小川 宥、入山 崇、加藤由那、閔 俊哲、小川祥二郎、東 達也、爪中

glycochenodeoxycholic acid と dehydroepiandrosterone sulfate の LC/ESI-MS/MS 定量法

の開発、第 27回バイオメディカル分析科学シンポジウム、東京、8月 20日 (2014)．  

国際会議発表 

40. Ogawa, S., Ooki, S., Shinoda, K., and Higashi, T., A Method for Determination of 

Urinary Vitamin D3 Metabolites Based on LC/ESI-MS/MS with ESI-Enhancing and Stable 

Isotope-Coded Derivatization. APCE2014 (14th Asia-Pacific International Symposium 

on Microscale Separations and Analysis), Kyoto, Japan, December 9 (2014). 

招待講演 

41. 東 達也、誘導体化－LC/ESI-MS/MS による新生児ビタミン D 欠乏症の精密診断法の開発、

第 64回質量分析総合討論会、大阪、5 月 19日 (2016). 

42. 東 達也、高感度化と構造微小差の弁別を指向した LC/ESI-MS/MS 用誘導体化法の開発、第

11回千葉県分析化学交流会、東京、7 月 16日 (2015). 

43. 東 達也、低分子化合物の LC/ESI-MS/MS用誘導体化：検出感度の向上と構造微小差の弁別、

第 39回日本医用マススペクトル学会年会、千葉、10月 16日 (2014)． 

吉澤一巳 

国内学会発表 

1. 吉澤一巳、田代真弓、手塚栞、山田岳史、高橋吾郎、岩井琢磨、藤田逸郎、金沢義一、柿沼

大輔、菅野仁史、横山康行、内田英二、EPAおよび BCAAは抗がん剤による骨格筋量減少を予

防する、第 31回日本静脈経腸栄養学会、福岡、2月 25日 (2016) 

2. 芝野優希、山中沙織、河野弥生、吉澤一巳、廣木章博、田口光正、花輪剛久、トラマドール

塩酸塩含有ハイドロゲル製剤からの薬物放出挙動および鎮痛効果の検討、日本薬学会 136年

会、神奈川、3 月 28日 (2016). 

3. 柳原千賀、吉澤一巳、魚森俊喬、齊藤光江、小茂田昌代、ラット唾液中アミラーゼ活性を指

標とした抗がん剤誘発催吐作用の評価、日本薬学会第 135年会、兵庫、3月 26日 (2015). 

4. 吉澤一巳、田代真弓、山田岳史、高橋吾郎、岩井琢磨、菅隼人、小泉岐博、進士誠一、山岸

杏彌、横山康行、内田英二、抗がん剤誘発体重および骨格筋量減少に対する栄養療法の有用

性に関する基礎的検討、第 40回日本外科系連合学会、東京、6 月 18日 (2015) 

5. 高橋彩夏、吉澤一巳、佐藤知世、弓長藤佳、田代真弓、青山隆夫、シスプラチンによる食欲

不振に対する抗うつ薬ミルタザピンの有用性に関する基礎的検討、第 1回日本医薬品安全性

学会、広島、7 月 4日 (2015). 

6. 手塚栞、田代真弓、吉澤一巳、高橋吾郎、山田岳史、内田英二、CDDP 誘発食欲不振に対す

る EPA および BCAA の有用性に関する検討、生体機能と創薬シンポジウム 2015、千葉、8

月 27日 (2015). 

7. 高橋彩夏、工藤浩史、赤木祐貴、宮野早苗、大橋養賢、谷地豊、鈴木義彦、吉澤一巳、下村

斉、青山隆夫、がん患者における神経障害性疼痛と精神症状に対するミルタザピンの有用性、

第 9回日本緩和医療薬学会、神奈川、10 月 3日 (2015). 

8. 光信沙恵、星野結衣、森友久、鈴木勉、吉澤一巳、精油成分がもたらすストレス障害モデル

マウスへの睡眠増強および抗不安作用、第 9 回日本緩和医療薬学会、神奈川、10 月 3 日 

(2015). 

9. 吉澤一巳、鈴木勉、本邦における医療用麻薬使用量の現状、第 9回日本緩和医療薬学会、神

奈川、10月 3日 (2015). 

10. 弓長藤佳、干台美咲、山田ゆりか、益田律子、吉澤一巳、抗がん剤足蹠投与による末梢神経

障害モデルマウスの作製に関する検討、第 133回日本薬理学会関東部会、千葉、10月 10日 

(2015). 

11. 田代真弓、手塚栞、山田岳史、高橋吾郎、内田英二、吉澤一巳、抗がん剤誘発体重減少にお

ける EPA強化栄養剤の有用性に関する基礎検討、日本医科大学・東京理科大学第 2回合同シ

ンポジウム、東京、12 月 12日 (2015) 

12. 原島美樹、河野弥生、吉澤一巳、廣木章博、田口正光、花輪剛久、電子線架橋によるハイド
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ロゲル製剤の調製と製剤素材としての可能性、日本薬剤学会第 29 年会、埼玉、5 月 21日 

(2014). 

13. 佐藤知世、吉澤一巳、弓長藤佳、田代真弓、高橋彩夏、青山隆夫、抗がん剤誘発副作用モデ

ル動物に対する抗うつ薬 mirtazapine の影響、第 130 回日本薬理学会関東部会、東京、7

月 5日 (2014). 

14. 田代真弓、小藤あずさ、山田岳史、内田英二、吉澤一巳、抗がん剤誘発食欲不振マウスに対

する EPA 強化栄養剤の影響、第 8 回日本緩和医療薬学会年会、愛媛、10月 4日 (2014). 

樋上賀一 

国内学会発表 

1. 平岡秀規、水之江雄平、小林正樹、樋上賀一、肥満症が骨格筋に及ぼす影響、日本薬学会第

137 年会、仙台、3 月 24日-27日（2017）. 

2. 星野駿介、安部拓郎、松岡眞子、小林正樹、樋上賀一、肥満症脂肪組織における新規肥満応

答因子 Wwp1の機能解明、日本薬学会第 137年会、仙台、3 月 24日-27日（2017）. 

3. 肪組織リモデリングに及ぼす影響、第 39 回日本基礎老化学会大会、伊勢原市、4 月 27 日-

28日（2016）. 

4. 安部拓郎、今野竜太郎、星野駿介、沖田直之、須藤結香、樋上賀一、新規肥満応答因子 WWP1

の機能解析、第 39回日本基礎老化学会大会、伊勢原市、4月 27日-28日（2016）. 

5. 金子弘輝、水之江雄平、井前正人、須藤結香、樋上賀一、タウリンが脂肪細胞のオートファ

ジーに与える影響、伊勢原市、4月 27日-28日（2016）. 

6. *樋上賀一、トレハロースの新規細胞防御メカニズム、第 105回日本病理学会総会、仙台市、

5月 12日-14 日（2016）. 

7. *樋上賀一、トレハロースの新規細胞防御システム、第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会、

京都、5月 19日-21日（2016）. 

8. 成田匠、樋上賀一、脂肪酸合成関連転写因子 Srebp-1c は長期低栄養状態に対する適応遺伝

子である、第 37回日本肥満学会、東京、10 月 7日-8日（2016）. 

9. 水之江雄平、樋上賀一、肥満症脂肪細胞組織におけるリソソーム機能障害と脂肪細胞機能に

与える影響、第 37回日本肥満学会、東京、10 月 7日-8日（2016）. 

10. 名取大輝、水之江雄平、樋上賀一、天然由来二糖類トレハロースの新規細胞防御機構の解明

と代謝性疾患への応用、東京、10月 7日-8日（2016）. 

11. 安川博峰、樋上賀一、オートファジー誘導剤トレハロースの新規細胞防御メカニズムについ

て、第 10回オートファジー研究会、新潟、11 月 14日-15日（2016）. 

12. 水之江雄平、樋上賀一、肥満症脂肪組織におけるリソソーム・オートファジー機能障害、第

10回オートファジー研究会、新潟、11 月 14日-15日（2016）. 

13. 板倉佳穂、蒲谷里穂、斎藤宏樹、須藤結香、樋上賀一、代謝臓器におけるカロリー制限が及

ぼす影響の解析、日本薬学会第 136年会、横浜、3月 26-29日(2016). 

14. 後藤彰文、斎藤宏樹、蒲谷里穂、須藤結香、樋上賀一、カロリー制限が骨格筋繊維タイプ別

の機能に与える影響、日本薬学会第 136年会、横浜、3 月 26-29日(2016). 

15. 斉藤宏樹、板倉佳穂、蒲谷里穂、須藤結香、樋上賀一、カロリー制限が内臓および皮下白色

脂 

16. 水之江雄平、樋上賀一、肥満症脂肪組織におけるオートファジー・リソソーム障害、第 36 回

日本肥満学会、名古屋、10 月 2日-3日（2015）. 

17. 今野竜太郎、田川亮真、星野駿介、沖田直之、須藤結香、樋上賀一、脂肪細胞におけるＷＷ

Ｐ １の機能解明、第 38回日本基礎老化学会、横浜、6 月 13-14日(2015). 

18. 渡邉秀行、水之江雄平、名取大輝、沖田直之、須藤結香、樋上賀一、トレハロースによる新

規  細胞防御メカニズム、第 38回日本基礎老化学会大会、横浜、6 月 13-14日(2015). 

19. 水之江雄平、須藤結香、平岡秀規、沖田直之、樋上賀一、肥満時の脂肪組織におけるリソソ

ーム機能障害とオートファジーに与える影響、第 38 回日本基礎老化学会大会、横浜、6 月

13-14 日(2015). 

20. 樋上賀一、Srebp1cを介したカロリー制限による脂肪組織での代謝リデモリングと抗老化・

寿命延伸効果、第 103回日本病理学会総会、広島、4月 25日（2014）. 

21. 樋上賀一、カロリー制限（ＣＲ）による脂肪組織での代謝リモデリングと抗老化・寿命延伸
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効果に Srebp1 が重要な役割を果たす、第 57回日本糖尿病学会年次学術集会、大阪市、5月

23日（2014）. 

22. Miyakawa, R., Sudo, Y., Otsuka, H., Goto, A., Kashiwase, Y., Uezono, Y., Higami, 

Y., Lipid metabolism in cancer cachexia and caloric restriction inadipose tissue, 

effects of Rikkunshito. 第 37回基礎老化学会、名古屋、6 月 26日（2014）. 

23. Negishi, A., Mizuno, Y., Sudo, Y., Higami, Y., Inhibition of autophagy by fatty 

acids in hepatocyte. 第 37回基礎老化学会、名古屋、6 月 26日（2014）. 

24. 田川亮真、鈴木裕規、沖田直之、今野竜太郎、須藤結香、樋上賀一、脂肪細胞における新規

肥満応答性 E3 ユビキチンリガーゼ WWP1 による分化制御、第 19回アディポサイエンス・シ

ンポジウム、豊中市、8月 23日（2014）. 

25. 西村瞳、宮野加奈子、横山明信、山川央、須藤結香、白石成二、長瀬隆弘、樋上賀一、上園

保仁、アディポネクチン受容体シグナルアッセイ法確立と新規受容体アゴニストの開発、第

19回アディポサイエンス・シンポジウム、豊中市、8月 23日（2014）. 

26. 吉田実樹、水之江雄平、奈良原誠大、須藤結香、沖田直之、樋上賀一、栄養状態の変化が骨

格筋線維タイプ別のオートファジーに及ぼす影響、第 58 回日本薬学会関東支部大会、 町

田市、10 月 4日（2014）. 

27. 橋爪由香里、酒井将弘、須藤結香、沖田直之、樋上賀一、絶食耐性における脂肪酸合成転写

因子 Srebp-1cの関与、第 58回日本薬学会関東支部大会、町田市、10 月 4日（2014）. 

28. 水之江雄平、須藤結香、沖田直之、樋上賀一、肥大化した脂肪細胞のオートファジーにおけ

るリソソーム機能障害、第 8回オートファジー研究会、札幌市、11 月 10日（2014）. 

29. 成田匠、藤井波木、須藤結香、沖田直之、樋上賀一、カロリー制限による抗老化・寿命延長

効果に Srebp-1 が及ぼす影響、第 14 回日本ミトコンドリア学会年会、福岡市、12 月 3 日

（2014） 

国際会議発表 

30. * Takeda, K., Narita, T., Kobayashi, M. and Higami, Y., Novel mechanisms of SIRT3 

activation by caloric restriction, The 13th Conference of Asian Society for 

Mitochondrial Research and Medicine and The 16th Conference of Japanese Society of 

Mitochondrial Research and Medicine、東京、10月 30日-11月 1日（2016）. 

31. *Narita, T., Fujii, N., Furuta, Y., Okita, N., Sudo, Y, Kobayashi, M., and Higami, 

Y., Srebp-1c activates mitochondrial biogenesis in white adipose tissue via caloric 

restriction, The 13th Conference of Asian Society for Mitochondrial Research and 

Medicine and The 16th Conference of Japanese Society of Mitochondrial Research and 

Medicine、東京、10 月 30 日-11月 1日（2016）. 

32. Narita, T., Fujii, N., Okita, N., Sudo, Y., and Higami, Y., Srebp-1c Orchestrates 

Metabolic Remodeling of White Adipose Tissue by Caloric Restriction. The 4th 

International Postgraduate Conference on Pharmaceutical Science 2016, Noda, Chiba, 

Japan, February 27-28 (2016). 

招待講演 

33. Yuhei Mizunoe, Yuka Sudo, Naoyuki Okita,Yoshikazu Higami, Lysosomal Dysfunction in 

Early Pathologies in Obese Adipose Tissue, 2016 Spring International Conference of 

Korean Society for Gerontology The 15th Korea-Japan Gerontologist Joint Meeting, 

Taegu, Korea, June 15-17（2016）. 

34. Higami, Y., Quality of Adipose Tissue Aging and Metabolic Diseases、International 

Symposium of the Center for Animal Disease Models, Tokyo、July 16（2016）. 

35. Higami, Y., Srebp-1c plays an important role for metabolic remodeling of white 

adipose tissue, and anti-aging and pro-longevity actions of caloric restriction. 

Asian Aging Crore for Longetivity, “2006-2015, 10 years and Beyond”, Osaka, March 

10（2015）. 

35. 成田匠、沖田直之、須藤結香、樋上賀一、新たなカロリー制限の分子メカニズム～脂肪代謝

と脂肪組織のリモデリング～、第 30 回老化促進モデルマウス（SAM）研究協議会、岐阜、7

月 4日 (2015). 
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36. Higami, Y., Caloric restriction enhances mitochondorial biogenesis and suppresses 

oxidative stress via a master transcription factor of fatty acid biosynthesis, 

Srebp-1c, in mice white adipose tissue. 2014 Spring Conferene of the Korean Society 

for Gerontology and the 13th Korea-Japan Gerontologist Joint Meeting, Cheju Island, 

Korea, June 20, (2014). 

37. Mizunoe, Y., Sudo, Y., Okita, N., Higami, Y., ROS-associated lysosomal dysfunction 

impaired autophagy flux and adipokine profile in adipocytes. 2014 Spring Conference 

of the Korean Society for Gerontology and The 13th Kprea-Japan Gerontologist Joint 

Meeting, Cheju Island, Korea, June 20, (2014). 

38. 沖田直之、成田匠、藤井波木、須藤結香、樋上賀一、カロリー制限における Srebp1cを介し

た de novo 脂肪酸合成とミトコンドリアバイオジェネシス、酸化ストレスの関連、第 36回

日本基礎老化学会シンポジウム、東京都港区、10月 26日（2014）. 

礒濱洋一郎 

国内学会発表 

1. *村上一仁，堀江一郎，礒濱洋一郎, 血管内皮細胞の遊走に対する五苓散の抑制作用. 日

本薬学会第 137年会、宮城、3 月、（2017）. 

2. 菅澤真澄，堀江一郎，浅田善久，礒濱洋一郎, 荊芥に含まれる創傷治癒促進物質の同定. 

日本薬学会第 137年会、 

3. 窪田佑紀，堀田瑞希，堀江一郎，谷央子，上園保仁，礒濱洋一郎、蜂蜜の鎮咳作用およ

び活性成分に関する薬理学的研究. 日本薬学会第 137 年会、宮城、3月、（2017）. 
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17. 小茂田昌代、疥癬感染対策～いつか来る・・・その“いつか”に備えて・・・「疥癬の薬物療

法～ガイドライン第３版 どこが変わった？～」、東葛北部感染対策地域支援ネットワーク 

研修会 第３シリーズ・第３回、千葉、1月 29日 (2016). 

18. 小茂田昌代、医療薬学研究の発展に向けて―薬学生への種蒔きから薬剤師での結実へ― 第 57

回医療薬学公開シンポジウム、東京、9 月 19日 (2015）. 

19. 小茂田昌代、疥癬治療ガイドライン～作成作業の総括と討論～②薬理について、第 3 回疥癬

研究会、東京、2015.11月 15日（2015）. 

20. 小茂田昌代、Open Clinica を使用した薬剤師主導の臨床試験を行って、第 25回日本医療薬学

会年会、横浜、11 月 22日（2015）. 

21. 小茂田昌代、エビデンスを作ろう！薬剤部や薬局で始める臨床研究、サノフィ薬剤師セミナ

ー～かかりつけ薬局からかかりつけ薬剤師へ～（e-MR ファルマシアン）、東京、12 月 16 日

（2015）. 

佐藤嗣道 

国内学会発表 

1. 川根梨奈，岡野美菜実，齋藤真由，山本美智子，佐藤嗣道．患者向医薬品ガイドのユーザー

テストの方法：質問の作成方法に関する検討．第 19回日本医薬品情報学会総会・学術大会、

東京、6月 4-5日 (2016)． 

2. 鈴木榛華，宮田滉平，黒澤光，志村侑里江，山本健，佐藤嗣道，土肥弘久，山本美智子．ユ
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ーザーテストを用いた患者向医薬品ガイド（プラザキサ）の検討．第 19 回日本医薬品情報

学会総会・学術大会、東京、6 月 4-5日 (2016)． 

3. 山本健，宮田滉平，鈴木榛華，黒澤光，岡崎光洋，浅田和弘，須賀万智，佐藤嗣道，中村敏

明，古川綾，折井孝男，高橋英孝，杉森裕樹，中山健夫，山本美智子．一般消費者に対する

医薬品情報の利活用に関する現状調査．第 19回日本医薬品情報学会総会・学術大会、東京、

6月 5日 (2016)． 

4. 田代大将，堀雄史，川上純一，木村通男，佐藤嗣道．病院情報データベースを用いたコホー

ト研究の実施可能性：抗リウマチ薬使用患者における検討．第 22 回日本薬剤疫学会学術総

会、京都、11 月 18-19日 (2016)． 

5. 木内希，髙橋正夫，小林祥史，伊集院一成，上村直樹，鹿村恵明，田尻泰典，鈴木洋史，山

本信夫，佐藤嗣道．SGLT2 阻害薬使用に伴う有害事象の発現パターンの検討：Drug Event 

Monitoring (DEM)で報告されたイベントの解析．第 22回日本薬剤疫学会学術総会、京都、

11月 18-19 日 (2016)． 

6. 長谷川春菜，荻野守弥，秋山元良，佐藤嗣道，久保田潔．スタチン治療のアドヒアランスと

予防的検査との関連に関する研究：healthy adherer biasの検討．第 22回日本薬剤疫学会

学術総会、京都、11 月 18-19日 (2016)． 

7. 荻野守弥、川根梨奈、木内希、田代大将、長谷川春菜、髙橋悠一、北條春輝、佐藤嗣道、利

用しやすい患者向け医薬品ガイド改訂版の検討と試作、日本薬学会第 135年会、神戸、3月

26日（2015）． 

8. 荒井花奈、下村斉、今中景子、福田元、馬島徹、増山英則、佐藤嗣道、青山隆夫、結核患者

におけるリファンピシンと糖尿病治療薬との薬物相互作用に関する後ろ向き調査研究、日本

薬学会第 135年会、神戸、3 月 26日（2015）． 

9. 山本健、宮田滉平、鈴木榛華、黒澤光、岡崎光洋、浅田和弘、須賀万智、佐藤嗣道、中村敏

明、古川綾、折井孝男、高橋英孝、杉森裕樹、中山健夫、山本美智子、患者向け医薬品情報

及び患者向医薬品ガイドに関する実態調査、日本薬学会第 136年会、横浜、3月 27日 (2016)． 

10. 鹿村恵明、金子千紘、根岸健一、小茂田昌代、佐藤嗣道、渡邊和裕、大澤光司、薬局薬剤師

に対する患者・顧客からの相談、医師からの問い合わせ事例調査、第 48 回日本薬剤師会学

術大会、鹿児島、11 月 22-23日(2015)． 

11. 佐藤嗣道、荻野守弥、川根梨奈、木内希、田代大将、長谷川春菜、北條春輝、後藤惠子、松

田勉、山本美智子、杉森裕樹、患者向医薬品ガイド改善の試みと評価：フォサマックⓇ錠の

場合、日本社会薬学会第 34年会、熊本、7月 25-26日(2015)． 

12. 佐藤嗣道、松田勉、山本美智子、荻野守弥、川根梨奈、木内希、田代大将、長谷川春菜、髙

橋悠一、北條春輝、後藤惠子、杉森裕樹、患者向医薬品ガイド改善の試みと評価：ジャヌビ

アⓇ錠の場合、第 18回日本医薬品情報学会総会・学術大会、岡山、6 月 27-28日(2015)． 

13. 上島有加里、佐藤嗣道、久保田潔、サリドマイドの個人輸入の現状：サリドマイド使用登録

システム（SMUD）に関する 2014年 3月までの登録データの集計結果、第 20回日本薬剤疫学

会学術総会、松山、10 月 12日 (2014)． 

14. 下村斉、清水麻衣子、高橋香緒理、今中景子、馬島徹、増山英則、佐藤嗣道、青山隆夫、肺

MAC 症の多剤併用療法における薬物相互作用と副作用発現状況、第 58 回日本薬学会関東支

部大会、町田、10 月 4日（2014）． 

15. 小野愛莉、下村斉、馬島徹、今中景子、増山英則、佐藤嗣道、青山隆夫、肺 MAC症治療薬に

おけるクラリスロマイシンとフルオロキノロンの相互作用に関する研究、日本病院薬剤師会

関東ブロック第 44回学術大会、大宮、8 月 30日（2014）． 

国際会議発表 

16. Katsuhito Hori, Michio Kimura, Kazuhiko Ohe, Naoki Nakajima, Hideto Yokoi, Masahiro 

Tohkin, Kimie Sai, Takuya Imatoh, Tsugumichi Sato, Syunya Ikeda, Yoshiro Saito, 

Junichi Kawakami. Review of the Pharmacoepidemiological Studies Using the Medical 

Information Databases in Japanese Hospitals. 32nd International Conference on 

Pharmacoepidemiology & Therapeutic Risk Management, Dublin, August 27 (2016). 

17. Ooba, N., Setoguchi, S., Sato, T., and Kubota, K., Risk of New-Onset Diabetes in 

Users of Lipid Lowering Drugs (LLDs). 30th International Conference on 
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Pharmacoepidemiology & Therapeutic Risk Management, Taipei, Taiwan, October 27 

(2014). 

18. Kamijima, Y., Ooba, N., Sato, T., and Kubota, K., Epidemiology of Psoriasis in 

Japan: Results from a Descriptive Study Using National Database. 30th International 

Conference on Pharmacoepidemiology & Therapeutic Risk Management, Taipei, Taiwan, 

October 27 (2014). 

招待講演 

19. 佐藤嗣道、患者のニーズと医薬品情報のあり方、第 19 回日本医薬品情報学会総会・学術大

会、東京、6月 4日(2016)． 

20. 佐藤嗣道、サリドマイドの催奇形性の特徴とリスク管理における留意点、日本産科婦人科学

会第 68回学術講演会、東京、4 月 22日(2016)． 

21. 佐藤嗣道、サリドマイド薬害の教訓と再発防止のための TERMSの課題、第 2回日本医療安全

学会学術総会、東京、3月 6日(2016)． 

22. 佐藤嗣道、サリドマイド等のリスク最小化策改訂の評価ポイント、日本薬剤疫学会第 21 回

学術総会、埼玉県北足立郡伊奈町、11月 7日(2015)． 

23. 佐藤嗣道、コホート研究の実施可能性と留意点、医療薬学フォーラム 2015・第 23回クリニ

カルファーマシーシンポジウム、名古屋、7月 4日(2015)． 

24. 佐藤嗣道、薬害と共通する医療事故の構造的側面、日本薬剤学会第 30 年会、長崎、5 月 23

日(2015)． 

25. 佐藤嗣道、バイアスの例と対処法．医療薬学フォーラム 2014・第 22回クリニカルファーマ

シーシンポジウム，東京都江東区，6月 29日（2014）． 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 
１．シンポジウム等 

• 平成 26 年 9 月 20 日：トランスレーショナルチサーチセンターキックオフミィーティング

（薬学部 14号館 1411教室） 

• 平成 27年 1月 10日：トランスレーショナルチサーチセンター第１回シンポジウム・研究交

流会（薬学部 14号館 1411 教室） 

• 平成 27 年 3 月 7 日：東京慈恵会医科大学・東京理科大学合同シンポジウム（東京慈恵会医

科大学臨床医学研究所多目的会議室） 

• 平成 27年 5月 14日：International Symposium of University of Hawaii Cancer Center 

and Tokyo University of Science, Translational Research (TR) Center（University of 

Hawaii Cancer Center, Honolulu, HI）  

• 平成 27年 8月 29日：トランスレーショナルリサーチセンター第 2回シンポジウム・研究交

流会（東京理科大学葛飾キャンパス図書館ホール） 

• 平成 28年 1月 23日：トランスレーショナルリサーチセンター第 3回シンポジウム・研究交

流会（東京理科大学葛飾キャンパス図書館ホール） 

• 平成 28 年 6 月 25 日：International Symposium of Tokyo University of Science, 

Translational Research (TR) Center —Frontiers in Developmental Strategy for Cancer 

Therapeutics—（Room 101, Katsushika Campus, Tokyo University of Science） 

• 平成 28年 8月 27日：トランスレーショナルリサーチセンター第 5回シンポジウム・研究交

流会（東京理科大学神楽坂キャンパス富士見校舎 101） 

• 平成 29年 1月 21日：トランスレーショナルリサーチセンター第 6回シンポジウム・研究交

流会（東京理科大学神楽坂キャンパス富士見校舎 101） 

２．TR センターのホームページを以下のサイトに公開している。 

http://www.rs.tus.ac.jp/tr/ 

このサイトでは、センターの概要、構成、活動状況などをリアルタイムに近い形で紹介してい

る 
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３．プレスリリース 

• 樋上賀一、カロリー制限による新規寿命制御メカニズム～寿命制御の鍵は脂肪組織の質！

～、3 月 16日 (2017) 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 
• 平成 29 年 8 月：トランスレーショナルリサーチセンター第 7 回シンポジウム・研究交流会

（東京理科大学神楽坂キャンパス富士見校舎 101） 

• 平成 30 年 1 月：トランスレーショナルリサーチセンター第 8 回シンポジウム・研究交流会

（東京理科大学神楽坂キャンパス富士見校舎 101） 

• 平成 30 年 5 月 31 日〜6 月 2 日：第 41 回日本基礎老化学会総会・トランスレーショナルリ

サーチセンター第 8回シンポジウム・研究交流会合同会（東京理科大学葛飾キャンパス図書

館ホール） 

 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体

的に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

• *深井等は、小児がんの１つである神経芽腫の緩和かつ高効率な治療法開発を目指して、製

薬企業と共同研究を行っている。神経芽腫治療においては「晩期合併症」リスクを避けるた

めに殺細胞性に基づかない緩和な化学療法の開発が急務であり、ビタミン A 酸を利用した

「分化誘導療法」の開発が進められている。しかし、進行性患者で高発現するがん原遺伝子

産物 N-Mycタンパク質のため十分な分化誘導が達成できていない。同共同研究では、ビタミ

ン A酸とテネイシン C由来インテグリン活性化ペプチド TNIIIA2と併用することにより、N-

Myc タンパク質の分解が誘導され、それに基づいて著しい神経細胞分化と悪性形質低下がで

きることを見出し、in vitro、in vivoともに顕著な有効性を確認した。知的財産権確保に

向けて、更に改良を加えた変法の出願を準備中である。 

• *樋上ら肥満症脂肪組織の機能改善を目的に、製薬企業と共同で、タウリン投与の影響を肥

満症脂肪組織の初期病態形成に関わると報告したオートファジー機能やリソソーム機能改

善を中心に検討した。その結果、タウリンにオートファジー亢進作用があることを明らかに

した。 

• *岡らが特許出願した治療抵抗性うつ病に有用である可能性が高い経鼻投与可能な膜透過促

進配列とエンドソーム脱出促進配列を付加した新規 GLP-2誘導体は、大手製薬企業及びベン

チャー企業など 3社と共同研究が進められている。 

• *小茂田らは、前述のごとくイベルメクチンローションが特に沖縄地区の既存薬に対する薬

剤耐性アタマジラミ症に対して有効であり、且つ有害事象が見られない事を示した。この結

果をもとに、厚労省未承認薬検討会議にイベルメクチンローションの本邦での承認を求める

要望書を、日本皮膚科学会などの賛同を得て提出した。その結果、厚生労働省より、日本の

製薬企業に開発要請がかかり、1 社が米国の製薬企業と開発に関して調整を開始した。 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
該当なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

　

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

補助主体

S1411013

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

64,330 70,461 0

補助金額整備年度

0

58,791

76,000

134,791

0 0 0 0

0

0

22,931

0

0

0

41,851 34,149

22,479 36,312 0 00 0

0 0

0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

13,162 9,769

8,839

9,154 14,846

13,325 21,466

17,641 15,541

19,887

0

0

0

34,791

33,182

0

24,000

11,048

平
成
2
8
年
度

研究施設面積 研究室等数 使用者数

0

研究費

設 備

研究費

総

額

総 計

設 備

平
成
2
6
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

法　人
負　担

私　学
助　成

事業経費施　設　の　名　称

設 備

平
成
2
7
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

法人番号 131065A01

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

支出額
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１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

0

システム料、学会参加費

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

0

19,396

システム料、学会参加費 1,227

0

補助主体

積　　算　　内　　訳

13,786

In Vitro＆In Vivo遺伝子導入システム

2,592

2,287

0 0

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

In Vitro＆In Vivo遺伝子導入システム

リアルタイムPCR解析システム一式

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

0

計

計

2,592

13,786

リアルタイムPCR解析システム一式

0

2,287

19,396

0

学会参加費、研究打ち合わせ旅費

1,462

0
727

臨床試験サポート一式、機器修繕費、講演会謝金等

0

学会参加費、研究打ち合わせ旅費
臨床試験サポート一式、機器修繕費、講演会謝金等

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

実験材料（試薬、実験器具）

支　出　額

実験材料（試薬、実験器具）

1
27 E1/J13 1

21,466
24,000 14,846
34,791

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

1,227

教育研究経費支出

印刷製本費

蛍光・発光イメージングシステム

生体-マテリアル相互作用解析システム

（情報処理関係設備）

（　その他　　）
報酬・委託料

計

小  科  目
主　な　使　途 金　　額

15,980

通信運搬費

0

727

研究支援推進経費

15,980

光　熱　水　費

0

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費
1,462

26

（研究設備）

整備年度

26

年　　　度

300 マウス用高架十字迷路 300 マウス用高架十字迷路ｖ

302 超音波破砕装置（TOMY UR-21P） 302 超音波破砕装置（TOMY UR-21P）

2,730 島津示差走査熱量計DSC-60 Plus 2,730 島津示差走査熱量計DSC-60 Plus

379 超高速万能ホモジナイザー「ヒスコトロン」NS-52 379 超高速万能ホモジナイザー「ヒスコトロン」NS-52

3,096 テールサスペンション実験システム 3,096 テールサスペンション実験システム
2,100 吸光微量サンプル測定プレートリーダー 2,100 吸光微量サンプル測定プレートリーダー
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